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SUMMARY

This paper considers Santo Kyoden “Muken no kane Musume Engi”, which has not been 
the subject of research so far. It is revealed that“Sayo no Nakayama Reishoki”of the Buddhist 
discourse in the middle Edo had a great influence on the creation. 

In addition, the purpose of this paper is to elucidate the history of Santo Kyoden’s 
opportunities to come into contact with various Buddhist books. At that time, the three key 
persons are Nanune Ota Nanpo, Murata Ryoa, and Oyamada Tomokiyo. These three people are 
fellow scholars with Santo Kyoden. So they had a great influence on the creation of the book on 
Santo Kyoden. 

By understanding the history of Edo’s literary network, this paper makes clear the 
opportunity for“Sayo no Nakayama Reishoki”and“folk tales about the land of Sayo Nakayama”
to take in Kyoden's creations.

査読論文

A study of Santo Kyoden “Muken no kane Musume Engi” and 
Buddhist folk book “Sayo no Nakayama Reishoki”

−Propagation of local stories as seen from the network of Edo literati−

SUZUKI Kenkō 



69

山東京伝の合巻『無間之鐘娘縁記』と長篇勧化本『小夜中山霊鐘記』

し
い
と
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之

鐘
娘
縁
記
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中

山
霊
鐘
記
』
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
京
伝

が
草
双
紙
を
創
作
す
る
際
に
仏
教
勧
化
本
を
用
い
た
作
為
を
自
明
化
し
、
十
九
世
紀
初
頭
の
江

戸
の
戯
作
文
芸
へ
の
仏
教
勧
化
本
の
波
及
性
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。

　
な
お
、「
勧
化
本
」
と
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
仏
教
の
庶
民
化
に
と
も
な
い
、
諸
処
の
寺
院

が
在
家
の
教
化
を
行
う
際
に
用
い
た
唱
導
用
の
説
教
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
写
本
や

板
本
な
ど
様
々
で
あ
り
、
と
く
に
十
七
世
紀
半
ば
以
降
、
上
方
を
中
心
に
制
作
・
出
版
さ
れ
た
。

ま
た
内
容
は
、
仏
教
経
典
の
教
義
に
限
ら
ず
、
能
や
浄
瑠
璃
な
ど
流
行
演
目
の
語
り
口
を
含
み

つ
つ
、
各
地
に
伝
わ
る
奇
譚
・
怪
談
を
随
所
に
織
り
交
ぜ
る
な
ど
し
て
、
俗
衆
が
好
む
娯
楽
性

に
満
ち
て
い
る
６
。
さ
ら
に
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
勧
化
本
の
中
に
、
各
宗
派
の
高
僧

史
伝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
野
小
町
や
中
将
姫
な
ど
人
口
に
膾
炙
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
主

人
公
と
し
た
一
代
記
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
長
編
の
勧
化
本
は
、
五
巻
を
一
冊

と
す
る
形
式
に
て
上
梓
さ
れ
、
唱
導
場
で
の
教
化
の
み
な
ら
ず
、
庶
民
が
日
常
で
用
い
る
読
み

物
と
し
て
も
市
井
に
ひ
ろ
く
流
布
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
江
戸
の
娯
楽
文
芸
と
し
て
の
「
読
本
・
合
巻
」
と
上
方
を
中
心
に

刊
行
さ
れ
た
「
長
篇
の
勧
化
本
」
と
の
親
和
性
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
双
方
は
書
誌
形
態
お
よ
び

物
語
構
成
の
点
で
非
常
に
近
似
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
江
戸
の
娯
楽
文
芸
が
上
方

の
仏
教
唱
導
説
話
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
等
閑
視
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に

中
村
幸
彦
が
「
文
運
東
漸
」
の
観
点
か
ら
指
摘
し
て
お
り
７
、
京
伝
や
馬
琴
に
よ
る
読
本
が
、

京
の
神
仙
道
家
の
大
江
文
坡
の
長
篇
勧
化
本
や
、
同
じ
く
京
の
真
宗
仏
光
寺
派
久
遠
院
の
僧
南

溟
（
玄
熙
）
の
勧
化
本
に
倣
っ
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
達
の
研
究
で
く
り
返
し
述

べ
ら
れ
て
い
る
８
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
先
達
の
考
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
一
つ
の
疑
念
が
残
る
。
そ
れ
は
、
江

戸
住
ま
い
の
戯
作
者
た
ち
が
い
つ
ど
こ
で
上
方
の
勧
化
本
に
接
す
る
機
会
を
得
た
の
か
、
と

い
う
観
点
で
あ
る
。
さ
き
に
馬
琴
は
京
坂
へ
の
旅
に
て
勧
化
本
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
た
と
指

摘
し
た
が
、
一
方
、
京
伝
は
い
つ
ど
こ
で
勧
化
本
に
接
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
点
を

ひ
も
と
く
鍵
は
、
彼
が
考
証
学
に
熱
を
上
げ
る
糸
口
と
な
っ
た
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
あ
ろ
う
。
京
伝
は
四
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
過
去
の
人
び
と
の
生
活
習
俗
や
日
用
道
具

を
絵
巻
・
文
献
記
述
か
ら
実
証
的
に
把
握
す
る
考
証
学
に
熱
中
し
た
。
そ
の
成
果
は
『
近
世

奇
跡
考
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉）
や
『
骨
董
集
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉）
に
ま
と

め
て
出
板
さ
れ
、
晩
年
の
彼
は
そ
う
し
た
考
証
随
筆
の
執
筆
に
没
頭
し
た
。
と
は
い
え
、
京

伝
自
身
は
書
物
を
手
元
に
架
蔵
し
な
か
っ
た
。
彼
は
事
物
の
考
証
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、も
っ

ぱ
ら
知
人
の
蔵
書
家
か
ら
書
籍
を
借
用
し
、
必
要
な
部
分
の
み
を
抄
録
し
て
す
ぐ
に
返
し
た

と
い
う
。
ま
た
興
味
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
博
識
あ
る
友
人
に
聞
き
、
知
見
の
豊

か
な
故
老
に
訊
ね
、そ
の
際
は
必
ず
筆
録
し
た
と
い
う
。そ
う
し
た
京
伝
の
考
証
ス
タ
イ
ル
を
、

馬
琴
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

更さ

ら
に
親
疎
を
択え
ら

ば
ず
、
云し
か

云じ
か

の
書
は
云
云
の
家
に
蔵お
さ

め
た
り
と
聞
く
こ
と
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
訪
ふ
て
其
書
を
閲け
み

し
、云
云
の
事
は
云
云
の
人
よ
く
知
れ
り
と
告つ
ぐ

る
者
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
訪と
い

て
其
説
を
聞き
け

り
。９

 

（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）

　
こ
う
し
た
京
伝
の
探
究
手
法
は
ま
さ
に
〈
足
を
使
っ
た
考
証
学
〉
で
あ
り
、
な
ら
ば
当
然
、

上
方
の
長
篇
勧
化
本
に
出
合
う
機
会
を
得
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
京
伝
が
い
つ

誰
の
も
と
で
上
方
の
長
篇
勧
化
本
に
接
す
る
機
会
を
得
た
の
か
、
そ
の
想
察
に
焦
点
を
絞
る
。

そ
の
際
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
は
、
御
家
人
の
大
田
南
畝
、
俗
僧
の
村
田
了
阿
、
蔵
書
家
の

小
山
田
与
清
の
三
名
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
屈
指
の
博
識
家
で
、
京
伝
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ

り
、
彼
の
創
作
活
動
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
京
伝
が
こ
の
三
名
と
ど
の
よ

う
な
交
友
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
、
京
伝
と
彼
ら
を
め
ぐ
る
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
を

追
う
こ
と
で
、
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
や
小
夜
中
山
に
関
す
る
在
郷
民
談
が
京
伝

の
合
巻
に
取
り
込
ま
れ
た
契
機
を
繙
い
て
み
た
い
。

二
　山
東
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
み
る
長
篇
勧
化
本
と
の
交
点

　
京
伝
の
読
本
・
合
巻
と
長
篇
勧
化
本
に
つ
い
て
は
、
文
化
二
年
刊
の
読
本
『
桜
姫
全
伝
曙
草

紙
』
が
長
篇
勧
化
本
『
勧
善
桜
姫
伝
』
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
 10
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す

で
に
触
れ
た
が
、
そ
う
な
ら
ば
当
然
、
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
も
、
敵
討
、
怨
恨
、

勧
善
懲
悪
の
話
柄
か
ら
し
て
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
と
の
関
連
に
注
視
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

京都精華大学紀要　第五十四号

一
　は
じ
め
に
　― 

十
九
世
紀
初
頭
の
江
戸
文
芸
と
勧
化
本 
―

　
山
東
京
伝
、
江
戸
後
期
の
戯
作
者
に
て
、
こ
の
人
物
ほ
ど
心
優
し
い
者
は
い
な
い
。
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）、
六
歳
年
下
の
朋
友
、
曲
亭
馬
琴
が
京
坂
へ
と
旅
立
つ
際
に
、
彼
は
神
奈
川

宿
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
。
馬
琴
は
そ
の
様
子
を
『
羇
旅
漫
録
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）

に
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

五
月
十
日
大
磯
の
驛
に
泊と
ま

る
。
き
の
ふ
用
事
あ
り
て
僕
を
ば
品
川
よ
り
か
へ
し
。
今
朝

京
傳
子
に
は
神
奈
川
に
て
別わ
か

る
。
こ
ゝ
ろ
い
ま
だ
旅
に
な
れ
ず
。
こ
の
ゆ
ふ
べ
甚
だ

寂セ
キ
レ
ウ
/
モ
ノ
サ
ビ
シ

寥
。 

（
上
「
大お
ほ

磯い
そ

の
懐
く
わ
い

古こ

」）

　
こ
の
時
、
馬
琴
は
三
十
五
歳
に
て
、
後
に
戯
作
界
の
斯
界
の
雄
と
な
り
、
し
ば
し
ば
傲
岸

不
遜
な
態
度
を
み
せ
る
彼
も
、
若
き
日
の
出
立
は
随
分
と
心
も
と
な
く
気
弱
で
あ
る
。
他
方
、

四
十
歳
の
京
伝
は
、
馬
琴
の
繊
細
な
性
情
を
知
り
得
た
う
え
で
、
長
旅
へ
の
不
安
を
少
し
で
も

和
ら
げ
る
た
め
に
神
奈
川
宿
ま
で
見
送
り
に
来
た
の
で
あ
ろ
う
。
生
涯
、
旅
を
好
ま
な
か
っ
た

京
伝
が
才
気
あ
ふ
れ
る
義
弟
の
門
出
に
寄
り
添
う
行
為
に
、
彼
の
優
し
さ
を
感
じ
ず
に
は
い
ら

れ
な
い
。

　
そ
し
て
馬
琴
は
、
京
坂
へ
の
旅
路
の
途
中
、
遠
州
小
夜
の
中
山
に
て
「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」

を
購
入
し
１
、
そ
の
二
年
後
に
、
同
書
を
も
と
に
し
て
黄
表
紙
『
小
夜
中
山
宵
啼
碑
』（
文
化

元
年
〈
一
八
〇
四
〉）
を
上
梓
す
る
。
ま
た
彼
は
こ
の
遊
学
に
て
上
方
の
文
人
や
書
肆
と
の
交

誼
を
む
す
び
、
そ
こ
で
の
「
勧
化
本
」
の
流
行
を
知
り
、
帰
郷
後
、
こ
れ
ら
上
方
で
出
板
さ
れ

た
仏
教
長
篇
説
話
集
を
自
身
の
読
本
制
作
へ
と
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
２
。

こ
う
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
馬
琴
の
読
本
『
石
言
遺
響
』（
文
化
二
年
〈
一
八
〇
五
〉）
で
あ

る
。
同
書
が
京
に
て
板
行
さ
れ
た
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』（
欣
誉
編
：
寛
延
元
年

〈
一
七
四
八
〉）
を
援
用
し
て
い
る
こ
と
は
、
す
で
に
先
達
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
３
。
ま

た
馬
琴
に
よ
る
こ
の
新
た
な
手
法
は
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
江
戸
の
読
本
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ

し
、
以
後
、
江
戸
の
戯
作
者
た
ち
は
上
方
の
長
篇
勧
化
本
を
趣
向
と
し
た
読
本
・
合
巻
を
執
筆

す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
当
然
、
京
伝
も
こ
の
例
に
も
れ
ず
、
彼
に
よ
る
読
本
『
桜
姫
全
伝
曙
草

紙
』（
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
））
が
大
江
文
坡
の
長
篇
勧
化
本
『
勧
善
桜
姫
伝
』（
明
和
二
年

〈
一
七
六
五
〉）
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
４
。
く
わ
え
て
興
味
深
い

の
は
、
京
伝
が
自
作
に
勧
化
本
の
内
容
を
織
り
交
ぜ
た
こ
と
を
、
馬
琴
自
身
が
『
伊
波
伝
毛
乃

記
』（
文
政
二
年
〈
一
八
一
九
〉）
に
て
指
摘
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
　  

其
の
才
、
滑
稽
と
絵え

組ぐ
み

に
妙
に
し
て
、
趣
向
の
筋
に
た
く
み
な
ら
ず
。
是こ
の

故ゆ
え

に
唐と
う
ざ
ん山

の

小
説
、
及
お
よ
び

説せ
っ
き
ょ
う

経
の
趣
向
を
撮さ
つ
ご
う合

し
て
作
り
な
す
こ
と
多
し
。
然し
か

れ
ど
も
能よ

く
綴
り
な
す

を
も
て
、
其
出い
づ

る
所
を
顕あ
ら
わさ
ず
。
こ
ゝ
を
以
も
っ
て

看ミ
ル

官モ
ノ

こ
れ
を
知
る
こ
と
稀ま
れ

な
り
。５

　
こ
の
馬
琴
に
よ
る
寸
評
に
よ
れ
ば
、
京
伝
は
趣
向
を
用
い
た
物
語
の
組
み
立
て
に
は
巧
み
で

は
な
い
が
、「
渡
来
の
白
話
小
説
」
や
「
仏
教
勧
化
本
（
説
経
）」
の
説
話
を
趣
向
と
し
て
自
作

に
数
多
く
織
り
交
ぜ
る
と
す
る
。
し
か
も
京
伝
は
、
趣
向
の
典
拠
を
明
確
に
示
さ
ず
、
読
み
手

が
表
現
の
出
所
を
知
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
と
い
う
。
衒
学
的
な
創
作
ス
タ
イ
ル
を
誇
っ
た
馬
琴

ら
し
い
京
伝
へ
の
批
評
で
あ
り
、
京
坂
へ
の
出
立
に
心
細
さ
を
感
じ
て
い
た
若
き
日
と
比
べ
る

と
、
ず
い
ぶ
ん
と
居
丈
高
で
、
饒
舌
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
馬
琴
の
見
識
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
が
自
作
を
執
筆
す
る
際
に

「
仏
教
勧
化
本
（
説
経
）」
を
趣
向
と
し
て
積
極
的
に
用
い
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
そ
の

筆
法
は
馬
琴
の
筆
と
は
異
な
り
、
韜
晦
的
で
あ
る
が
故
に
趣
向
の
典
拠
を
読
み
解
く
こ
と
は
難

鈴

　木

　堅

　弘

　
S

U
Z

U
K

I K
en

kō

山
東
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
と 

長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』

―
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
る
在
郷
民
談
の
伝
播
へ
の
試
論
―

査
読
論
文
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し
い
と
す
る
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之

鐘
娘
縁
記
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉）
を
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
に
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中

山
霊
鐘
記
』
が
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
京
伝

が
草
双
紙
を
創
作
す
る
際
に
仏
教
勧
化
本
を
用
い
た
作
為
を
自
明
化
し
、
十
九
世
紀
初
頭
の
江

戸
の
戯
作
文
芸
へ
の
仏
教
勧
化
本
の
波
及
性
を
浮
き
上
が
ら
せ
る
。

　
な
お
、「
勧
化
本
」
と
は
、
江
戸
期
に
お
け
る
仏
教
の
庶
民
化
に
と
も
な
い
、
諸
処
の
寺
院

が
在
家
の
教
化
を
行
う
際
に
用
い
た
唱
導
用
の
説
教
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
形
態
は
写
本
や

板
本
な
ど
様
々
で
あ
り
、
と
く
に
十
七
世
紀
半
ば
以
降
、
上
方
を
中
心
に
制
作
・
出
版
さ
れ
た
。

ま
た
内
容
は
、
仏
教
経
典
の
教
義
に
限
ら
ず
、
能
や
浄
瑠
璃
な
ど
流
行
演
目
の
語
り
口
を
含
み

つ
つ
、
各
地
に
伝
わ
る
奇
譚
・
怪
談
を
随
所
に
織
り
交
ぜ
る
な
ど
し
て
、
俗
衆
が
好
む
娯
楽
性

に
満
ち
て
い
る
６
。
さ
ら
に
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
勧
化
本
の
中
に
、
各
宗
派
の
高
僧

史
伝
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
小
野
小
町
や
中
将
姫
な
ど
人
口
に
膾
炙
し
た
歴
史
上
の
人
物
を
主

人
公
と
し
た
一
代
記
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
長
編
の
勧
化
本
は
、
五
巻
を
一
冊

と
す
る
形
式
に
て
上
梓
さ
れ
、
唱
導
場
で
の
教
化
の
み
な
ら
ず
、
庶
民
が
日
常
で
用
い
る
読
み

物
と
し
て
も
市
井
に
ひ
ろ
く
流
布
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
江
戸
の
娯
楽
文
芸
と
し
て
の
「
読
本
・
合
巻
」
と
上
方
を
中
心
に

刊
行
さ
れ
た
「
長
篇
の
勧
化
本
」
と
の
親
和
性
を
捉
え
る
な
ら
ば
、
双
方
は
書
誌
形
態
お
よ
び

物
語
構
成
の
点
で
非
常
に
近
似
し
て
お
り
、
十
八
世
紀
後
半
以
降
の
江
戸
の
娯
楽
文
芸
が
上
方

の
仏
教
唱
導
説
話
の
影
響
を
受
け
た
こ
と
は
等
閑
視
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
す
で
に

中
村
幸
彦
が
「
文
運
東
漸
」
の
観
点
か
ら
指
摘
し
て
お
り
７
、
京
伝
や
馬
琴
に
よ
る
読
本
が
、

京
の
神
仙
道
家
の
大
江
文
坡
の
長
篇
勧
化
本
や
、
同
じ
く
京
の
真
宗
仏
光
寺
派
久
遠
院
の
僧
南

溟
（
玄
熙
）
の
勧
化
本
に
倣
っ
て
創
作
さ
れ
た
こ
と
は
、
す
で
に
先
達
の
研
究
で
く
り
返
し
述

べ
ら
れ
て
い
る
８
。

　
た
だ
し
、
こ
れ
ら
先
達
の
考
究
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
一
つ
の
疑
念
が
残
る
。
そ
れ
は
、
江

戸
住
ま
い
の
戯
作
者
た
ち
が
い
つ
ど
こ
で
上
方
の
勧
化
本
に
接
す
る
機
会
を
得
た
の
か
、
と

い
う
観
点
で
あ
る
。
さ
き
に
馬
琴
は
京
坂
へ
の
旅
に
て
勧
化
本
に
ふ
れ
る
機
会
を
得
た
と
指

摘
し
た
が
、
一
方
、
京
伝
は
い
つ
ど
こ
で
勧
化
本
に
接
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
疑
点
を

ひ
も
と
く
鍵
は
、
彼
が
考
証
学
に
熱
を
上
げ
る
糸
口
と
な
っ
た
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
あ
ろ
う
。
京
伝
は
四
十
歳
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
過
去
の
人
び
と
の
生
活
習
俗
や
日
用
道
具

を
絵
巻
・
文
献
記
述
か
ら
実
証
的
に
把
握
す
る
考
証
学
に
熱
中
し
た
。
そ
の
成
果
は
『
近
世

奇
跡
考
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉）
や
『
骨
董
集
』（
文
化
十
年
〈
一
八
一
三
〉）
に
ま
と

め
て
出
板
さ
れ
、
晩
年
の
彼
は
そ
う
し
た
考
証
随
筆
の
執
筆
に
没
頭
し
た
。
と
は
い
え
、
京

伝
自
身
は
書
物
を
手
元
に
架
蔵
し
な
か
っ
た
。
彼
は
事
物
の
考
証
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、も
っ

ぱ
ら
知
人
の
蔵
書
家
か
ら
書
籍
を
借
用
し
、
必
要
な
部
分
の
み
を
抄
録
し
て
す
ぐ
に
返
し
た

と
い
う
。
ま
た
興
味
関
心
の
あ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
博
識
あ
る
友
人
に
聞
き
、
知
見
の
豊

か
な
故
老
に
訊
ね
、そ
の
際
は
必
ず
筆
録
し
た
と
い
う
。そ
う
し
た
京
伝
の
考
証
ス
タ
イ
ル
を
、

馬
琴
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

更さ

ら
に
親
疎
を
択え
ら

ば
ず
、
云し
か

云じ
か

の
書
は
云
云
の
家
に
蔵お
さ

め
た
り
と
聞
く
こ
と
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
訪
ふ
て
其
書
を
閲け
み

し
、云
云
の
事
は
云
云
の
人
よ
く
知
れ
り
と
告つ
ぐ

る
者
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
訪と
い

て
其
説
を
聞き
け

り
。９

 

（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）

　
こ
う
し
た
京
伝
の
探
究
手
法
は
ま
さ
に
〈
足
を
使
っ
た
考
証
学
〉
で
あ
り
、
な
ら
ば
当
然
、

上
方
の
長
篇
勧
化
本
に
出
合
う
機
会
を
得
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
は
、
京
伝
が
い
つ

誰
の
も
と
で
上
方
の
長
篇
勧
化
本
に
接
す
る
機
会
を
得
た
の
か
、
そ
の
想
察
に
焦
点
を
絞
る
。

そ
の
際
に
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
な
る
は
、
御
家
人
の
大
田
南
畝
、
俗
僧
の
村
田
了
阿
、
蔵
書
家
の

小
山
田
与
清
の
三
名
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
江
戸
屈
指
の
博
識
家
で
、
京
伝
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ

り
、
彼
の
創
作
活
動
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
人
物
で
あ
る
。
京
伝
が
こ
の
三
名
と
ど
の
よ

う
な
交
友
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
か
、
京
伝
と
彼
ら
を
め
ぐ
る
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
様
相
を

追
う
こ
と
で
、
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
や
小
夜
中
山
に
関
す
る
在
郷
民
談
が
京
伝

の
合
巻
に
取
り
込
ま
れ
た
契
機
を
繙
い
て
み
た
い
。

二
　山
東
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
み
る
長
篇
勧
化
本
と
の
交
点

　
京
伝
の
読
本
・
合
巻
と
長
篇
勧
化
本
に
つ
い
て
は
、
文
化
二
年
刊
の
読
本
『
桜
姫
全
伝
曙
草

紙
』
が
長
篇
勧
化
本
『
勧
善
桜
姫
伝
』
に
基
づ
い
て
執
筆
さ
れ
た
 10
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
す

で
に
触
れ
た
が
、
そ
う
な
ら
ば
当
然
、
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
も
、
敵
討
、
怨
恨
、

勧
善
懲
悪
の
話
柄
か
ら
し
て
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
と
の
関
連
に
注
視
す
る
必
要

が
あ
ろ
う
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
京
伝
は
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
小
夜
中

山
霊
鐘
記
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
要モ
チ
ー
フ素
の
転
用
の
み
な
ら

ず
、
勧
化
本
の
文
章
表
現
に
倣
い
つ
つ
も
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
前
後
巧
み
に
入
れ
替
え
る
こ
と
で

典
拠
の
借
用
性
を
韜
晦
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
京
伝
の
作
為
は
、
馬
琴
に
よ
る
典
拠
を
遵
守

す
る
硬
質
な
文
体
と
は
実
に
対
比
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
捻
り
の
効
い
た
柔
軟
な
文
体
は
極

め
て
独
創
的
で
あ
り
、
子
女
で
も
愉
し
め
る
娯
楽
性
を
有
し
て
い
る
。
自
作
へ
の
勧
化
本
の
転

用
を
め
ぐ
り
京
伝
と
馬
琴
が
談
合
し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
 15
、
お
そ
ら
く
両
者
は
文
化

期
以
降
、表
現
的
か
つ
交
誼
的
に
互
い
に
距
離
を
お
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

京
伝
と
馬
琴
は
互
い
に
同
じ
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
つ
つ
も
、
双
方
の
あ
い
だ
で
創
作
に
関
す
る

具
体
的
な
や
り
取
り
は
殆
ど
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
路
線
を
確
立
す
る
こ
と
で
江
戸
の
出

版
界
を
牽
引
し
た
と
い
え
る
。

　
京
伝
の
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
話
を
戻
す
が
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
京
伝
は
そ
の
挿

絵
を
描
く
際
に
も
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
文
面
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
京

伝
の
文
芸
表
現
を
考
え
る
場
合
、
挿
絵
の
表
象
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
む
し
ろ
彼
は
挿イ
メ
ー
ジ絵

か
ら

文
章
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
の
狂
歌
師
で
戯
作
者
の
唐
来
三
和
に
よ

る
次
の
言
説
が
参
考
と
な
る
。
同
言
説
は
、
馬
琴
の
筆
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）、

　
　
　 

文
化
年
間
、
唐と
う
ら
い
さ
ん

来
三
和な

、
そ
の
友
の
為
に
京
伝
・
馬
琴
の
戯
作
を
批ひ

し
て
云い
う

、　

　
　
　  

　「
京
伝
は
冊
子
の
画え

組ぐ
み

と
よ
く
機き

を
取
る
こ
と
に
妙
を
得
た
り
。
さ
れ
ば
臭
草
紙
は
さ

ら
也
、
よ
み
本
と
い
へ
ど
も
先ま

づ
さ
し
画え

よ
り
腹ふ
く

稿こ
う

し
て
後の
ち

に
文
を
綴
る
と
い
へ
り 

。 
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と
あ
る
。
こ
の
唐
来
三
和
の
口
述
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
は
読
本
・
合
巻
を
執
筆
す
る
際
に
、

は
じ
め
に
挿
絵
を
描
き
、
そ
の
画イ
メ
ー
ジ像
を
も
と
に
し
て
文
章
を
編
み
出
し
て
い
っ
た
。
同
観
点
は

京
伝
の
文
芸
作
品
を
考
察
す
る
際
に
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
若
き
日
に
浮
世
絵
師

［
表
１
］

京都精華大学紀要　第五十四号

　
も
っ
と
も
、
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
の
刊
行
は
京
伝
の
突
然
死
（
文
化
十
三
年

〈
一
八
一
六
〉）
の
約
三
年
前
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
京
伝
は
、
も
っ
ぱ
ら
考
証
随
筆
の
執
筆
に

情
熱
を
注
ぎ
、
板
元
か
ら
依
頼
さ
れ
る
合
巻
な
ど
は
考
証
学
の
合
間
を
縫
っ
て
、
片
手
間
な
仕

事
と
し
て
や
り
く
り
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
物
語
構
成
や
文
章
表
現
に
対
す
る
質
の
低
下
を
招

き
、
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
で
は
先
行
す
る
自
作
の
趣
向
を
再
度
用
い
る
よ
う
な
手
抜
き

を
し
て
い
る
 11
。
ま
た
同
作
は
、
京
伝
の
数
あ
る
作
品
の
中
で
も
勧
善
懲
悪
を
貫
徹
す
る
物
語

性
に
乏
し
く
、
考
究
の
魅
力
に
欠
け
る
部
分
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
そ
う
し
た
事
情
か
ら

か
、
本
作
は
前
後
編
六
巻
（
二
冊
：
鶴
屋
金
助
板
）
に
て
、
挿
絵
は
歌
川
豊
国
が
描
い
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
双
方
が
考
究
の
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
を
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
と
の
文
脈

で
捉
え
、
さ
ら
に
遠
州
小
夜
中
山
の
東
海
道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
て
い
た
在
地
の
縁
起
書
類

と
付
会
し
て
み
る
と
、
描
出
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
と
は
異
な
る
魅
力
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
に
京
伝
は
、
本
作
の
結
び
で
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

か（
河
原
）

は
ら
の
大
じ（
臣
）ん 

坂
の
う（

上

是

則

）

へ
の
こ
れ
の
り 

み（
壬
生
）ぶ
の
た（

忠

岑

）

ゞ
み
ね 

こ
れ
み（
皆
）な 

百
人
し（
首
）ゆ

の
う
ち
に
あ
り
て 

す
べ
て
子
ど（
供
）も

し（
衆
）ゆ

ご（

御

存

知

）

ぞ
ん
じ
の
名
な
れ
ば
こ
れ
を
し
ゆ（
趣
向
）

か
う
の

ぜ（
前
後
）

ん
ご
と
し 

さ（
小
夜
）よ
の
な（

中

山

）

か
や
ま
む（

無

間

の

鐘

）

け
ん
の
か
ね
の
ゆ（
由
来
）

ら
い
を
な（
中
）か
へ
つ
き
ま（
混
ぜ
て
）

せ
て 

し（
嫉
妬
）

つ
と
の
ね（
念
）ん

の
つ（

罪

深

き

）

み
ふ
か
き
ど（
道
理
）

う
り
を
し（
記
し
て
）

る
し
て
子
ど
も
し（
衆
）ゆ

の
悪
を
こ（
懲
ら
し
）

ら
し

　
同
文
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
は
小
夜
中
山
の
「
無
間
の
鐘
の
由
来
」
を
意
図
的
に
百
人
一

首
の
趣
向
に
混
ぜ
て
、
本
作
を
構
成
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
際
に
、
罪
深
き
嫉
妬
の
念
を
描

き
、
子
供
た
ち
に
そ
の
よ
う
な
悪
意
を
戒
め
る
道
理
を
教
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
仮
に
こ

う
し
た
庶
民
教
化
へ
の
主
柱
が
建
前
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
人
心
の
罪
過
を
示
し
、
勧
善
懲
悪

の
道
理
を
説
く
こ
と
は
読
本
・
合
巻
の
表
現
手
段
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
興
味
深
い
の
は
、

同
時
代
の
長
篇
勧
化
本
も
同
様
の
理
屈
で
編
ま
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
序
文
が
参
考
と
な
る
。

　
　
　 

愚
ヲ
シ
テ
知
シ
メ
ン
ハ
是
真
ノ
応
化
ナ
リ
。
鄙
辞
薄
弁
ヲ
拒
事
ナ
カ
レ
。
予
モ
猶
当
ラ

サ
ル
ノ
ウ
レ
ヘ
大
ナ
リ
ト
イ
ヘ
ト
モ
。
遠
カ
ラ
ザ
ラ
ン
ヿ
（
コ
ト
）ヲ

オ
モ
フ
。
童
蒙
ノ
資
助
ナ

ラ
ン
カ
ト
。
言
ヲ
俗
談
ニ
同
フ
シ
。
功
ヲ
真
諦
ニ
誘
ン
ト
。
　
往
昔
諺
話
ト
表
シ
。 12

　
右
記
に
従
う
な
ら
ば
、
長
篇
勧
化
本
の
狙
い
も
子
供
た
ち
へ
の
啓
蒙
を
目
的
と
し
て
お
り
、

そ
の
点
で
近
世
後
期
の
〈
勧
化
本
〉
と
〈
読
本
・
合
巻
〉
の
創
作
意
図
は
近
似
的
か
つ
連
索
的

な
関
係
を
有
す
る
。

　
ち
な
み
に
京
伝
は
天
明
期
に
『
江
戸
春
一
夜
千
両
』（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉）
や
『
京
鹿

子
無
間
鐘 

名
産
梅
枝
伝
賦
』（
天
明
八
年
〈
一
七
八
八
〉）
な
ど
、「
無
間
の
鐘
」
の
説
話
を
趣

向
に
用
い
た
黄
表
紙
を
相
次
い
で
刊
行
し
て
い
る
 13
。
し
か
し
両
作
で
は
、
浄
瑠
璃
『
ひ
ら
か

な
盛
衰
記
』
に
描
か
れ
た
「
無
間
の
鐘
」
の
小
話
を
転
用
し
て
い
る
も
の
の
、
敵
討
ち
や
妬
婦

譚
を
主
体
と
す
る
勧
化
本
の
筋
書
か
ら
の
具
体
的
な
付
会
は
み
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
天
明
期

の
京
伝
は
ま
だ
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
出
会
っ
て
は
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
他

方
、
馬
琴
が
遠
州
小
夜
の
中
山
に
て
購
入
し
た
「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」（『
遠
州
佐
夜
中
山
子

育
観
音
夜
啼
石
敵
討
由
来
』（
明
和
五
年
〈
一
七
六
八
〉）
等
）
に
関
し
て
は
、
す
で
に
こ
の
時

点
で
京
伝
が
目
を
通
し
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
第
四
章
に
て

触
れ
る
と
し
て
、ひ
と
ま
ず
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
と
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』

の
相
似
点
か
ら
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　
そ
こ
で
前
述
の
く
り
返
し
と
な
る
が
、
京
伝
は
趣
向
の
典
拠
を
読
者
に
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
に
包

み
隠
し
な
が
ら
、
自
ら
の
作
品
世
界
を
構
成
し
て
い
っ
た
。
そ
の
創
作
ス
タ
イ
ル
は
、
馬
琴
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
「
然し
か

れ
ど
も
能よ

く
綴
り
な
す
を
も
て
、
其
出い
づ

る
と
こ
ろ
顕あ
ら
わさ
ず
。
こ
ゝ
を
以
も
っ
て

看ミ
ル
モ
ノ官

こ
れ
を
知
る
こ
と
稀ま
れ

な
り
」（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
そ
の
態
度
は
、

解
る
者
に
だ
け
解
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
、
馬
琴
の
よ
う
に
趣
向
の
典
拠
を
衒
学
的
に
示
す

こ
と
に
力
点
を
置
い
た
創
作
ス
タ
イ
ル
と
は
異
な
る
。
言
う
な
ら
ば
、
京
伝
の
場
合
は
典
拠
と

な
る
作
品
表
現
の
構
成
を
い
っ
た
ん
解
体
し
、
再
度
、
そ
れ
ら
の
要セ
ク
シ
ョ
ン素を

組
み
立
て
な
お
す
作

業
が
執
り
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
意
図
的
な
作
為
か
、
無
自
覚
に
よ
る
行
為
か
、
い
ま
一
つ

判
然
と
し
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
京
伝
の
作
品
に
関
し
て
は
〈
趣
向
の
典
拠
〉
を
読
み

解
く
の
は
難
し
い
。
当
然
、合
巻『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』も
こ
の
例
に
も
れ
ず
、長
篇
勧
化
本『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
倣
い
つ
つ
も
、
そ
の
筋
書
・
描
写
は
典
拠
に
従
順
で
は
な
く
独
自
の
構
成

や
順
列
を
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
双
方
の
相
似
点
を
見
出
す
た
め
に
は
、京
伝
に
よ
る『
無

間
之
鐘
娘
縁
記
』
の
物
語
構
成
を
い
っ
た
ん
要
素
レ
ヴ
ェ
ル
に
解
体
し
て
、各
要モ
チ
ー
フ素
の
み
を
『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
文
章
表
現
と
突
き
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
作

業
を
お
こ
な
い
、
要
素
の
類
似
が
比
較
的
に
分
か
り
や
す
い
部
分
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
左
記

の
［
表
１
］
で
あ
る
 14
。
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こ
う
し
て
み
る
と
、
京
伝
は
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
を
創
作
す
る
に
あ
た
っ
て
、『
小
夜
中

山
霊
鐘
記
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
要モ
チ
ー
フ素

の
転
用
の
み
な
ら

ず
、
勧
化
本
の
文
章
表
現
に
倣
い
つ
つ
も
、
セ
ン
テ
ン
ス
を
前
後
巧
み
に
入
れ
替
え
る
こ
と
で

典
拠
の
借
用
性
を
韜
晦
さ
せ
て
い
る
。
こ
う
し
た
京
伝
の
作
為
は
、
馬
琴
に
よ
る
典
拠
を
遵
守

す
る
硬
質
な
文
体
と
は
実
に
対
比
的
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
捻
り
の
効
い
た
柔
軟
な
文
体
は
極

め
て
独
創
的
で
あ
り
、
子
女
で
も
愉
し
め
る
娯
楽
性
を
有
し
て
い
る
。
自
作
へ
の
勧
化
本
の
転

用
を
め
ぐ
り
京
伝
と
馬
琴
が
談
合
し
て
い
た
と
す
る
説
も
あ
る
が
 15
、
お
そ
ら
く
両
者
は
文
化

期
以
降
、表
現
的
か
つ
交
誼
的
に
互
い
に
距
離
を
お
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

京
伝
と
馬
琴
は
互
い
に
同
じ
テ
ク
ス
ト
を
参
照
し
つ
つ
も
、
双
方
の
あ
い
だ
で
創
作
に
関
す
る

具
体
的
な
や
り
取
り
は
殆
ど
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
路
線
を
確
立
す
る
こ
と
で
江
戸
の
出

版
界
を
牽
引
し
た
と
い
え
る
。

　
京
伝
の
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
話
を
戻
す
が
、
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
京
伝
は
そ
の
挿

絵
を
描
く
際
に
も
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
文
面
を
利
用
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
京

伝
の
文
芸
表
現
を
考
え
る
場
合
、
挿
絵
の
表
象
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
む
し
ろ
彼
は
挿イ
メ
ー
ジ絵

か
ら

文
章
を
組
み
立
て
て
い
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
江
戸
の
狂
歌
師
で
戯
作
者
の
唐
来
三
和
に
よ

る
次
の
言
説
が
参
考
と
な
る
。
同
言
説
は
、
馬
琴
の
筆
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）、

　
　
　 

文
化
年
間
、
唐と
う
ら
い
さ
ん

来
三
和な

、
そ
の
友
の
為
に
京
伝
・
馬
琴
の
戯
作
を
批ひ

し
て
云い
う

、　

　
　
　  

　「
京
伝
は
冊
子
の
画え

組ぐ
み

と
よ
く
機き

を
取
る
こ
と
に
妙
を
得
た
り
。
さ
れ
ば
臭
草
紙
は
さ

ら
也
、
よ
み
本
と
い
へ
ど
も
先ま

づ
さ
し
画え

よ
り
腹ふ
く

稿こ
う

し
て
後の
ち

に
文
を
綴
る
と
い
へ
り 

。 

 16

と
あ
る
。
こ
の
唐
来
三
和
の
口
述
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
は
読
本
・
合
巻
を
執
筆
す
る
際
に
、

は
じ
め
に
挿
絵
を
描
き
、
そ
の
画イ
メ
ー
ジ像
を
も
と
に
し
て
文
章
を
編
み
出
し
て
い
っ
た
。
同
観
点
は

京
伝
の
文
芸
作
品
を
考
察
す
る
際
に
非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
、
若
き
日
に
浮
世
絵
師

［
表
１
］
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覚
化
す
る
効
果
と
は
異
な
る
意
図
を
有
し
、
文
面
が
で
き
上
が
っ
た
時
点
で
そ
の
画イ
メ
ー
ジ図

の
役
目
は

終
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
 22
。
こ
の
こ
と
は
京
伝
が
豊
国
に
挿
絵
の
修
正
を
求
め
な
か
っ
た
点
か
ら

も
推
測
で
き
、
蛇
髪
譚
な
る
教
訓
説
話
を
趣
向
に
用
い
た
意
図
を
板
元
や
絵
師
が
見
抜
け
な
か
っ

た
浅
学
を
、
と
く
に
指
摘
し
な
い
京
伝
の
枯
淡
な
性
格
も
見
え
て
こ
よ
う
。

　
話
を
勧
化
本
へ
も
ど
す
。こ
の
よ
う
に
京
伝
に
よ
る『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』は
長
篇
勧
化
本『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
く
わ
え
て
京
伝
が
長
篇

勧
化
本
を
読
本
・
合
巻
へ
と
援
用
す
る
仕
方
は
、
馬
琴
の
筆
法
と
は
異
な
り
、
韜
晦
的
か
つ
画

図
的
で
あ
る
。

　
で
は
、
京
伝
が
こ
う
し
た
長
編
勧
化
本
や
仏
教
的
民
談
を
ど
の
よ
う
に
知
り
得
た
の
か
、
次

章
で
は
そ
の
実
相
に
迫
っ
て
み
た
い
。

三
　山
東
京
伝
を
め
ぐ
る
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
京
伝
の
創
作
ス
タ
イ
ル
の
特
色
は
、
絵イ

メ
ー
ジ図
か
ら
文
章
を
組
み
立
て
る
他
に
、
蔵
書
家
か
ら
文

献
を
借
用
・
見
聞
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
馬
琴
は
『
伊
波
伝
毛

乃
記
』
に
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

こ
れ
よ
り
又
『
骨こ
っ
と
う董

集し
ゅ
う』

を
著
さ
ん
と
欲ほ
り

し
て
、
苦
心
十
余
年
に
及
べ
り
。
其
間
蔵
書

家
に
因ち
な

み
て
奇
書
を
借
し
ゃ
く
し
ょ
う
抄
し
、
或あ
る

ひ
は
博
識
に
問
ひ
、
或あ
る
いは
故
老
に
訊と

ひ
、
聞
け
ば

必か
な
ら
ず

識し
る

し
、
見
れ
ば
必
録ろ
く

す
。
更さ

ら
に
親
疎
を
択え
ら

ば
ず
、
云し
か

云じ
か

の
書
は
云
云
の
家
に
蔵お
さ

め
た
り
と
聞
く
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
訪
ふ
て
其
書
を
閲け
み

し
、
云
云
の
事
は
云
云
の
人

よ
く
知
れ
り
と
告つ
ぐ

る
者
あ
れ
ば
、こ
れ
を
訪と
い

て
其
説
を
聞き
け

り
。
凡
お
よ
そ

他
の
蔵
書
を
借か
り

る
に
、

只た
だ

有
用
の
処
の
み
一
、二
巻
に
過
ぎ
ず
、
抄
録
す
れ
ば
速
す
み
や
かに

返
せ
り
。
 23

［図３］山東京伝 合巻『無間之鐘娘縁記』（国立国会図書館蔵）

［図２］山東京伝 合巻『無間之鐘娘縁記』（草稿）
（山東京傳全集編集委員会編『山東京傳全集［第14巻］』ぺりかん社、2018年より）
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を
目
指
し
た
京
伝
な
ら
で
は
の
創
作
手
法
で
あ
ろ
う
 17
。
い
わ
ば
彼
は
、
具
体
的
な
画イ
メ
ー
ジ図
を
頭

の
な
か
で
作
り
上
げ
た
う
え
で
―
紙
面
に
描
い
た
う
え
で
―
、
そ
れ
を
文
章
に
落
と
し
込
む
方

法
で
執
筆
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
文
章
に
始
ま
り
文
章
に
終
わ
る
馬
琴
と
は
異
な
り
、

京
伝
は
イ
メ
ー
ジ
先
行
型
の
文
筆
家
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ま
た
こ
う
し
た
方
法
ゆ
え
に
、
彼

が
描
い
た
草
稿
（
挿
絵
）
が
い
く
つ
か
遺
さ
れ
て
い
る
。
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
も
こ
の

例
に
も
れ
ず
、
そ
う
し
た
草
稿
か
ら
も
京
伝
が
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
を
利
用
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
の
具
体
例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
［
表
１
：
Ａ-

⑤
］
で
あ
り
、
桜
木
錦
之
介
と
撫

子
姫
の
恋
仲
に
嫉
妬
す
る
醜
女
の
小
雪
が
丑
の
刻
参
り
の
身
な
り
で
小
夜
中
山
の
無
間
の
鐘
を

撞
く
場
面
で
あ
る
。
同
作
品
の
草
稿
挿
絵
に
は
、
鐘
の
撞
座
に
小
雪
の
嫉
妬
の
念
を
示
す
「
般

若
の
面
」
が
京
伝
の
筆
で
描
か
れ
て
い
る
［
図
１
］。
こ
の
イ画

像

メ
ー
ジ
と
同
等
の
文
面
を
勧
化

本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
探
る
な
ら
ば
、
次
の
記
述
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。

　
　
　 

此コ
ノ

鐘カ
ネ

ノ
此コ
ノ

鏡カ
ヾ
ミ

此
鐘シ
ュ
モ
ク木
ニ
テ
カ
フ
」、
ツ
イ
テ
振フ
リ
ア
ゲ上
ル
鐘シ
ュ
モ
ク木
ノ
下
、
無ム
ネ
ン念
ト
見ミ

上
ル
鐘カ
ネ

ニ

浮ウ
カ

フ
鏡カ
ヽ
ミノ
姿
見
ハ
、
我
ト
我
身
モ
恐ヲ
ソ
ロシ
ヤ
。
口ク
チ

ハ
左
右
ノ
耳ミ
ミ

マ
デ
切キ
レ

、
血チ

シ
ホ
ニ
染ソ
ミ

シ

舌シ
タ

ヲ
巻マ
キ

、
奥ヲ
ク

歯バ

ハ
剱ツ
ル
ギヲ

植ウ
エ

タ
ル
如コ
ト
ク、

簪
カ
ウ
ガ
イ

忽
タ
チ
マ
チ

邪ジ
ャ

見ケ
ン

ノ
角ツ
ノ

先サ
キ

、
櫛ク
シ

ハ
サ
ナ
ガ
ラ
瞋シ
ン

恚イ

ノ

鱗ウ
ロ
コ、

長タ
ケ

成ナ
ル

髪カ
ミ

モ
逆サ
カ

立
テ
、
眼マ
ナ
コス

ル
ド
ニ
眉マ
ユ

尾シ
リ

下サ
ガ

リ
、
下シ
タ

腮ア
コ

ト
ガ
リ
テ
般ハ
ン

若
ノ
面ヲ
モ
テ。

 18

　
お
そ
ら
く
京
伝
は
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
同
文
面
を
踏
ま
え
て
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
の

挿
絵
［
図
１
］
を
描
い
た
に
ち
が
い
な
く
、
両
者
の
類
比
か
ら
、
イ
メ
ー
ジ
を
文
筆
に
先
行
さ

せ
た
彼
ら
し
い
趣
向
転
用
の
方
法
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ち
な
み
に
、
尼
の
小
雪
が
醜
い

顔
に
な
っ
た
の
は
、
出
家
の
際
に
自
身
の
美
顔
を
厭
い
、
み
ず
か
ら
顔
に
焼
鉄
を
当
て
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
趣
向
は
京
の
俳
諧
師
の
椋
梨
一
雪
に
よ
る
仮
名
草
子
『
古
今
犬
著
聞
集
』（
巻

十
一
：
江
戸
前
期
頃
）
な
ど
に
記
さ
れ
た
「
了
然
禅
尼
の
事
」
の
仏
教
説
話
に
も
と
づ
く
も
の

で
あ
る
。

　
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
に
、
京
伝
に
よ
る
草
稿
の
画イ
メ
ー
ジ像

が
実
際
の
出
版
物
の
挿
絵
に
は
用
い

ら
れ
な
か
っ
た
事
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
伝
は
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
の
草
稿
に
て
、

桜
木
錦
之
介
と
撫
子
姫
が
談
笑
す
る
シ
ル
エ
ッ
ト
を
、
小
雪
が
障
子
越
し
に
目
に
し
て
嫉
妬
心

を
抱
く
場
面
を
描
い
て
い
る
［
図
２
］。
そ
こ
に
は
、
小
雪
が
手
に
持
つ
鏡
か
ら
嫉
妬
の
炎
が

飛
び
出
し
、
床
に
は
蛇
髪
と
な
っ
た
〈
髢か
も
じ〉
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
本
文
に
は
、

　
　
　 

お（

思

い

詰

め

た

る

）

も
ひ
つ
め
た
る
し（
真
意
）

ん
い
の
く（

黒

髪

）

ろ
か
み  

か（

髢

）

も
じ
も
へ（
蛇
）び

と
心（
心
柄
）

が
ら
い（

一

身

）

つ
し
ん
 19

と
記
さ
れ
て
お
り
、草
稿
の
画イ
メ
ー
ジ図

か
ら
文
面
を
組
み
立
て
た
プ
ロ
セ
ス
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、〈
髢
が
蛇
体
化
す
る
イ
メ
ー
ジ
〉
は
、
浅
井
了
意
『
京
雀
』（
寛
文
四
年
〈
一
六
六
四
〉）

や
『
婦
人
養
草
』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉）
等
に
み
ら
れ
る
蛇
髪
譚
の
教
訓
説
話
を
典
拠
と

し
て
い
よ
う
 20
。

　
も
っ
と
も
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
実
際
に
出
版
さ
れ
た
歌
川
豊
国
画
の
挿
絵
に
は
「
蛇
髪
化

し
た
髢
」
で
は
な
く
「
嫉
妬
の
炎
を
出
す
手
鏡
」
が
描
か
れ
て
お
り
［
図
３
］、
文
面
と
挿
絵
の

絵
像
が
一
致
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
馬
琴
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
過
ち
を
見
つ
け
次
第
、
す
ぐ
さ

ま
板
元
を
介
し
て
絵
師
に
伝
え
、
挿
絵
を
描
き
直
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
 21
。
他
方
、
京
伝
の
場
合
は
、

言
っ
て
み
れ
ば
草
稿
の
挿
絵
は
自
身
の
ア
イ
デ
ア
を
視
覚
化
し
、
そ
こ
か
ら
文
面
を
組
み
立
て
る

一
つ
の
手
段
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
挿
絵
が
ほ
ん
ら
い
有
す
る
読
者
の
期
待
を
視

［図１］山東京伝 合巻『無間之鐘娘縁記』（草稿）
（山東京傳全集編集委員会編『山東京傳全集［第14巻］』ぺりかん社、2018年より）
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覚
化
す
る
効
果
と
は
異
な
る
意
図
を
有
し
、
文
面
が
で
き
上
が
っ
た
時
点
で
そ
の
画イ
メ
ー
ジ図

の
役
目
は

終
わ
っ
て
い
た
と
い
え
る
 22
。
こ
の
こ
と
は
京
伝
が
豊
国
に
挿
絵
の
修
正
を
求
め
な
か
っ
た
点
か
ら

も
推
測
で
き
、
蛇
髪
譚
な
る
教
訓
説
話
を
趣
向
に
用
い
た
意
図
を
板
元
や
絵
師
が
見
抜
け
な
か
っ

た
浅
学
を
、
と
く
に
指
摘
し
な
い
京
伝
の
枯
淡
な
性
格
も
見
え
て
こ
よ
う
。

　
話
を
勧
化
本
へ
も
ど
す
。こ
の
よ
う
に
京
伝
に
よ
る『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』は
長
篇
勧
化
本『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
基
づ
い
て
編
ま
れ
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。
く
わ
え
て
京
伝
が
長
篇

勧
化
本
を
読
本
・
合
巻
へ
と
援
用
す
る
仕
方
は
、
馬
琴
の
筆
法
と
は
異
な
り
、
韜
晦
的
か
つ
画

図
的
で
あ
る
。

　
で
は
、
京
伝
が
こ
う
し
た
長
編
勧
化
本
や
仏
教
的
民
談
を
ど
の
よ
う
に
知
り
得
た
の
か
、
次

章
で
は
そ
の
実
相
に
迫
っ
て
み
た
い
。

三
　山
東
京
伝
を
め
ぐ
る
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
京
伝
の
創
作
ス
タ
イ
ル
の
特
色
は
、
絵イ

メ
ー
ジ図
か
ら
文
章
を
組
み
立
て
る
他
に
、
蔵
書
家
か
ら
文

献
を
借
用
・
見
聞
す
る
と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
馬
琴
は
『
伊
波
伝
毛

乃
記
』
に
て
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

こ
れ
よ
り
又
『
骨こ
っ
と
う董

集し
ゅ
う』

を
著
さ
ん
と
欲ほ
り

し
て
、
苦
心
十
余
年
に
及
べ
り
。
其
間
蔵
書

家
に
因ち
な

み
て
奇
書
を
借
し
ゃ
く
し
ょ
う
抄
し
、
或あ
る

ひ
は
博
識
に
問
ひ
、
或あ
る
いは
故
老
に
訊と

ひ
、
聞
け
ば

必か
な
ら
ず

識し
る

し
、
見
れ
ば
必
録ろ
く

す
。
更さ

ら
に
親
疎
を
択え
ら

ば
ず
、
云し
か

云じ
か

の
書
は
云
云
の
家
に
蔵お
さ

め
た
り
と
聞
く
こ
と
あ
れ
ば
、
こ
れ
を
訪
ふ
て
其
書
を
閲け
み

し
、
云
云
の
事
は
云
云
の
人

よ
く
知
れ
り
と
告つ
ぐ

る
者
あ
れ
ば
、こ
れ
を
訪と
い

て
其
説
を
聞き
け

り
。
凡
お
よ
そ

他
の
蔵
書
を
借か
り

る
に
、

只た
だ

有
用
の
処
の
み
一
、二
巻
に
過
ぎ
ず
、
抄
録
す
れ
ば
速
す
み
や
かに

返
せ
り
。
 23

［図３］山東京伝 合巻『無間之鐘娘縁記』（国立国会図書館蔵）

［図２］山東京伝 合巻『無間之鐘娘縁記』（草稿）
（山東京傳全集編集委員会編『山東京傳全集［第14巻］』ぺりかん社、2018年より）
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ら
に
て
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
た
「
小
夜
中
山
敵
討
由
来
書
や
夜
啼
石
の
縁

起
書
」（
以
下
「
街
道
縁
起
書
」）
も
販
売
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
田
南
畝

が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
湯
島
天
神
の
出
開
帳
に
て
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
手
に
入

れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
こ
の
縁
起
書
を
京
伝
や
馬
琴
も
見
聞
き
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
寛
政
後
期
の
前
後
に
、
南
畝
、
京
伝
、
馬
琴
は
田
安
徳
川
家
の
家
臣
山
道
高
彦
（
馬

蘭
亭
）
に
よ
る
狂
歌
連
な
ど
を
つ
う
じ
て
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
大
田
南
畝
の
『
細
推
物
理
』
に
よ
る
次
の
記
述
（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
な
ど
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　 

　  

狂
歌
堂
真
顔
・
吾
友
軒
米
人
・
山
東
京
伝
・
曲
亭
馬
琴
来
。馬
蘭
亭
の
息
、及
柳
長
、か
ほ
る
、

吉
田
や
お
ま
す
を
携
へ
来
り
て
、
三
線
を
ひ
か
し
む
。 27
　 

（
一
月
十
九
日
）

　
ほ
か
、
同
書
に
よ
れ
ば
「
閏
月
二
十
五
日
」
に
も
三
者
は
狂
歌
連
で
顔
を
合
わ
せ
、「
四
月

十
日
」
に
は
南
畝
が
京
伝
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
京
伝
に
よ
る
考
証
随
筆
『
骨
董
集
』
の
草
稿

を
閲
覧
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
南
畝
を
主
軸
と
し
た
京
伝
と
馬
琴
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
当
然
、
南
畝
が
有
し
た
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
二
人
は
知
り
得
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
馬
琴
の
京
坂
へ
の
遊
学
（
享
和
二
年
）
は
、
そ
の
前

年
の
南
畝
に
よ
る
京
坂
へ
の
巡
行
（『
改
元
紀
行
』）
に
感
化
さ
れ
て
実
施
し
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
馬
琴
は
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
家
で
「
小
夜
中
山
敵
討
由
来
書
や

夜
啼
石
の
縁
起
書
」
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
南
畝
か
ら
知
ら
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
購

入
し
た
と
い
え
る
。
他
方
、
京
伝
は
ど
の
時
点
で
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
目
に
し
た
か
分

か
ら
な
い
が
、
後
年
、
彼
は
「
近
き
こ
ろ
よ
り
湯
島
な
る
菅か
ん

廟び
ょ
うを

信
じ
奉
り
、
月
の
二
十
五
日

毎ご
と

に
必
か
な
ら
ず

参
詣
す
 28
」（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）
と
湯
島
天
神
へ
詣
で
る
こ
と
を
月
課
と
し
て
い
た
。

故
に
京
伝
も
、
寛
政
十
年
の
湯
島
天
神
で
の
久
延
寺
出
開
帳
に
足
を
運
ん
で
い
た
可
能
性
も
十

分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
他
方
、
京
伝
の
戯
作
と
勧
化
本
の
関
係
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
人
物
は
、
村
田
了
阿
で

あ
ろ
う
。
了
阿
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
浅
草
黒
船
町
の
煙
管
問
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
身
体
が
虚
弱
の
た
め
に
商
売
を
諦
め
、
幼
年
よ
り
学
問
を
好
み
、
書
を
漢
学
者
の
澤
田

東
江
に
学
ん
だ
。
ま
た
二
十
五
歳
（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉）
の
と
き
に
剃
髪
し
て
僧
侶
と

な
り
、
下
谷
坂
本
の
裏
家
を
住
処
と
し
た
。
そ
の
様
子
は
小
山
田
与
清
の
『
擁
書
楼
日
記
』
に

「
は
や
う
世
を
そ
む
き
て
法
師
に
な
り
ぬ
、
佛
學
世
に
秀
で
、
を
さ
〳
〵
肩
な
ら
ぶ
人
な
き
に
、

か
ら
や
ま
と
の
書
に
さ
へ
ひ
ろ
く
わ
た
ら
れ
ぬ
（
中
略
）
か
り
そ
め
の
庵
を
し
め
て
、
書
あ
ま

た
お
き
め
ぐ
ら
し
 29
」（
文
化
十
二
年
〈
一
八
一
五
〉
八
月
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
了
阿

は
そ
の
博
識
が
広
く
世
間
に
伝
わ
り
、
各
所
寺
院
に
て
講
説
を
乞
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の

際
に
「
各
宗
の
學
僧
よ
り
、
難
問
攻
撃
あ
る
も
、
博
く
内
外
の
諸
典
を
引
き
、
答
辯
響
の
應
ず

る
如
く
な
り
し
 30
」（『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』〈「
了
阿
上
人
傳
」〉）
と
、
法
談
問
答
に
も
積

極
的
に
応
じ
た
と
伝
わ
る
。

　
こ
う
し
た
当
代
き
っ
て
の
蔵
書
家
に
て
、
か
つ
和
漢
書
の
博
識
に
秀
で
た
仏
僧
の
村
田
了
阿

が
、
京
伝
や
弟
の
京
山
、
柳
亭
種
彦
、
式
亭
三
馬
と
い
っ
た
江
戸
の
出
版
界
を
牽
引
す
る
戯
作

者
た
ち
と
屈
託
な
い
知
の
交
遊
を
愉
し
ん
だ
実
態
は
同
時
代
の
江
戸
文
芸
を
考
え
る
上
で
看
過

で
き
な
い
。
な
お
、
そ
の
様
子
を
繙
く
な
ら
ば
、
幕
末
生
ま
れ
の
饗
庭
篁
村
に
よ
る
「
了
阿
上

人
傳
」（『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』）
の
次
の
叙
述
が
参
考
と
な
る
。

　 

　  

柳
亭
種
彦
は
、
師
を
慕
ひ
て
、
厚
く
訪
ひ
事
へ
、
佛
學
歌
學
の
教
え
う
け
た
り
、
京
傳

京
山
ま
た
し
か
り
、
三
馬
も
眞
顔
を
介
し
て
、
師
の
庵
を
叩
き
し
事
あ
り
し
と
見
え
、 31

　
同
記
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
を
は
じ
め
江
戸
後
期
の
戯
作
者
た
ち
は
村
田
了
阿
か
ら
仏
教

学
の
知
識
を
学
び
、
そ
の
教
え
を
乞
う
た
め
に
了
阿
の
庵
を
た
び
た
び
訪
れ
た
と
い
う
。
と
く

に
京
伝
は
大
田
南
畝
を
介
し
て
村
田
了
阿
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ
り
、
当
然
、
彼
か
ら
勧
化
本
や

談
義
本
に
関
す
る
様
々
な
智
見
を
教
え
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
際
に
、長
篇
勧
化
本『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
や
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
も
話
題
に
挙
が
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測

で
き
る
。
故
に
、京
伝
が
自
身
の
戯
作
に
「
無
間
の
鐘
」
の
趣
向
を
用
い
た
背
景
を
探
る
際
に
、

了
阿
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
村
田
了
阿
は
江
戸
の
下
谷
町
・
神
田
町
を
舞
台
に
し
た
文
芸
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
い
た
人
物
で
あ
り
 32
、
と
く
に
仏
典
や
仏
説
教
義
の
知
識
を
戯
作
者
た
ち
に

伝
達
し
た
意
義
は
大
き
く
、
各
所
の
仏
教
的
民
談
が
読
本
・
合
巻
の
趣
向
に
用
い
ら
れ
る
淵
源

と
な
っ
た
存
在
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
了
阿
は
な
ぜ
か
馬
琴
と
は
接
点
を
持
た
ず
、「
曲
亭
よ
り

面
会
の
事
を
乞
は
れ
た
れ
ど
、
何
故
か
師
は
辞
し
て
、
相
見
さ
り
し
と
ぞ
 33
」
と
の
態
度
を
示
し

た
と
い
う
。
了
阿
が
馬
琴
を
忌
避
し
た
理
由
は
何
か
、
そ
の
点
に
馬
琴
の
人
格
の
本
質
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
の
主
旨
と
は
異
な
る
た
め
に
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
で
お
こ
う
。
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同
文
は
京
伝
が
考
証
随
筆
『
骨
董
集
』
を
編
む
際
の
手
法
を
馬
琴
が
評
し
た
箇
所
で
あ
る
。

こ
の
文
面
に
従
う
な
ら
ば
、
京
伝
は
お
そ
ら
く
読
本
・
合
巻
を
執
筆
す
る
際
に
も
同
様
の
手
法

を
用
い
た
と
思
わ
れ
る
。
必
要
な
書
物
を
蔵
す
る
者
が
あ
れ
ば
親
疎
を
問
わ
ず
手
当
た
り
し
だ

い
に
訪
問
し
た
京
伝
は
、
ま
さ
に
「
江
戸
の
文
献
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
カ
ー
」
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ

え
に
彼
は
多
く
の
知
識
人
や
蔵
書
家
と
交
友
し
、
そ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
基
盤
に
し
て
執

筆
活
動
を
続
け
た
 24
。
な
か
で
も
京
伝
の
作
品
と
長
篇
勧
化
本
と
の
接
点
を
捉
え
る
場
合
、
特

に
重
要
な
の
は
大
田
南
畝
、
村
田
了
阿
、
小
山
田
与
清
の
三
名
で
あ
ろ
う
。

　
大
田
南
畝
は
若
き
日
の
京
伝
の
才
覚
を
い
ち
早
く
見
抜
い
た
人
物
で
あ
り
、
二
人
の
交
友
は

天
明
期
ご
ろ
に
始
ま
り
 25
、
京
伝
の
死
ま
で
続
い
た
。
ま
た
興
味
深
い
こ
と
に
、
南
畝
と
「
小

夜
中
山
の
縁
起
」
に
関
し
て
は
、
彼
が
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
京
坂
へ
と
巡
歴
し
た
様
子

を
記
し
た
『
改
元
紀
行
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　 

　  

円
位
法
師
が
命
な
り
け
り
と
詠
〈
な
が
め
し
〉、

小
夜
中
山
を
こ
ゆ
る
に
、
こ
と
し
は
じ
め
て
の
旅
な

れ
ば
、
う
れ
し
き
も
う
き
も
わ
す
れ
て
と
の
給
ひ
し
烏
丸
光
広
卿
の
、
春
の
あ
ら
し
も

今
ま
の
あ
た
り
き
く
心
地
す
。
山
中
の
家
に
て
飴
の
餅
を
ひ
さ
ぐ
。
小
夜
中
山
敵
討
由

来
、
夜
啼
石
の
縁
起
な
ど
こ
と
〴
〵
し
く
書
た
る
も
の
あ
り
。
一
と
せ
湯
島
天
神
に
て

開
帳
あ
り
し
時
、
も
と
め
置
た
れ
ば
見
も
や
ら
ず
。
そ
の
子
育
の
観
音
の
堂
は
、
道
の

か
た
は
ら
に
あ
り
［
右
の
方
に
］　
右
の
か
た
に
高
く
み
ゆ
る
山
を
無
間
山
観
音
寺
と
い

ふ
。
遠
目
鏡
も
て
見
せ
し
む
。
こ
ゝ
よ
り
は
二
里
あ
り
と
い
ふ
。
無
間
の
鐘
の
事
は
人

あ
ま
ね
く
し
る
所
な
れ
ば
い
は
ず
。 26

　
同
文
に
て
南
畝
は
、
遠
州
の
小
夜
中
山
を
通
過
し
た
際
に
、
山
中
の
家
に
て
、
飴
の
餅
と
共

に
「
小
夜
中
山
敵
討
由
来
書
や
夜
啼
石
の
縁
起
書
」
が
売
ら
れ
て
い
た
状
況
を
記
し
て
い
る
。

し
か
も
南
畝
は
、
そ
れ
ら
の
縁
起
書
を
一
年
ほ
ど
前
に
湯
島
天
神
で
の
開
帳
の
際
に
購
入
し
た

と
い
う
。
そ
こ
で
『
開
帳
差
免
帳
』
を
繙
く
と
、
確
か
に
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
「
遠
州

小
夜
中
山
［
古
義
真
言
宗
］
久
延
寺
」
が
、
江
戸
の
湯
島
天
神
に
て
出
開
帳
を
実
施
す
る
た
め

の
届
け
出
を
し
て
い
る
。

　　 

　 

右
堂
塔
野
火
ニ
テ
不
残
焼
失
ニ
付 

再
建
為
助
成
本
尊
子
生
長
観
世
音
并
霊
宝
等
  
當
年

四
月
十
八
日
よ
り
日
数
六
十
日
之
間 

於
湯
島
天
神
社
地 

開
帳
い
た
し
求
る

　
お
そ
ら
く
南
畝
は
こ
の
湯
島
天
神
で
の
小
夜
中
山
久
延
寺
の
出
開
帳
に
赴
き
、
そ
こ
で
「
小

夜
中
山
敵
討
由
来
書
や
夜
啼
石
の
縁
起
書
」
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
時
の
出
開
帳
が

ど
の
よ
う
な
様
子
で
あ
っ
た
の
か
、
知
る
由
も
な
い
が
、
天
明
九
年
（
一
七
八
九
）
以
降
刊
の

一
枚
刷
物
『
遠
江
國
小
夜
中
山
久
延
寺
寶
物
之
圖
』
か
ら
あ
る
程
度
推
測
で
き
る
。
そ
こ
に
は

「
無
間
鐘
破
片
」
や
「
子
孕
石
」
な
ど
久
延
寺
の
霊
宝
が
描
か
れ
て
お
り
［
図
４
］、
湯
島
天
神

で
の
出
開
帳
の
際
に
も
、
お
そ
ら
く
同
等
の
霊
宝
が
陳
列
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
そ
の
傍

［図４］『遠江國小夜中山久延寺寶物之圖』（天明９年〈1789〉以降刊）
（神奈川県立金沢文庫蔵）
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ら
に
て
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
た
「
小
夜
中
山
敵
討
由
来
書
や
夜
啼
石
の
縁

起
書
」（
以
下
「
街
道
縁
起
書
」）
も
販
売
さ
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
、
大
田
南
畝

が
寛
政
十
年
（
一
七
九
八
）
に
湯
島
天
神
の
出
開
帳
に
て
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
手
に
入

れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
当
然
、
こ
の
縁
起
書
を
京
伝
や
馬
琴
も
見
聞
き
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
と

い
う
の
も
、
寛
政
後
期
の
前
後
に
、
南
畝
、
京
伝
、
馬
琴
は
田
安
徳
川
家
の
家
臣
山
道
高
彦
（
馬

蘭
亭
）
に
よ
る
狂
歌
連
な
ど
を
つ
う
じ
て
頻
繁
に
顔
を
合
わ
せ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
は
、
大
田
南
畝
の
『
細
推
物
理
』
に
よ
る
次
の
記
述
（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
な
ど
か

ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　 

　  

狂
歌
堂
真
顔
・
吾
友
軒
米
人
・
山
東
京
伝
・
曲
亭
馬
琴
来
。馬
蘭
亭
の
息
、及
柳
長
、か
ほ
る
、

吉
田
や
お
ま
す
を
携
へ
来
り
て
、
三
線
を
ひ
か
し
む
。 27
　 

（
一
月
十
九
日
）

　
ほ
か
、
同
書
に
よ
れ
ば
「
閏
月
二
十
五
日
」
に
も
三
者
は
狂
歌
連
で
顔
を
合
わ
せ
、「
四
月

十
日
」
に
は
南
畝
が
京
伝
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
京
伝
に
よ
る
考
証
随
筆
『
骨
董
集
』
の
草
稿

を
閲
覧
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
南
畝
を
主
軸
と
し
た
京
伝
と
馬
琴
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
踏
ま
え

る
な
ら
ば
、
当
然
、
南
畝
が
有
し
た
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
二
人
は
知
り
得
て
い
た
に
ち

が
い
な
い
。
さ
ら
に
付
言
す
る
な
ら
ば
、
馬
琴
の
京
坂
へ
の
遊
学
（
享
和
二
年
）
は
、
そ
の
前

年
の
南
畝
に
よ
る
京
坂
へ
の
巡
行
（『
改
元
紀
行
』）
に
感
化
さ
れ
て
実
施
し
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
馬
琴
は
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
家
で
「
小
夜
中
山
敵
討
由
来
書
や

夜
啼
石
の
縁
起
書
」
が
売
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
南
畝
か
ら
知
ら
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
れ
ら
を
購

入
し
た
と
い
え
る
。
他
方
、
京
伝
は
ど
の
時
点
で
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
を
目
に
し
た
か
分

か
ら
な
い
が
、
後
年
、
彼
は
「
近
き
こ
ろ
よ
り
湯
島
な
る
菅か
ん

廟び
ょ
うを

信
じ
奉
り
、
月
の
二
十
五
日

毎ご
と

に
必
か
な
ら
ず

参
詣
す
 28
」（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）
と
湯
島
天
神
へ
詣
で
る
こ
と
を
月
課
と
し
て
い
た
。

故
に
京
伝
も
、
寛
政
十
年
の
湯
島
天
神
で
の
久
延
寺
出
開
帳
に
足
を
運
ん
で
い
た
可
能
性
も
十

分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
他
方
、
京
伝
の
戯
作
と
勧
化
本
の
関
係
を
考
え
る
上
で
最
も
重
要
な
人
物
は
、
村
田
了
阿
で

あ
ろ
う
。
了
阿
は
安
永
元
年
（
一
七
七
二
）
に
浅
草
黒
船
町
の
煙
管
問
屋
の
次
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
身
体
が
虚
弱
の
た
め
に
商
売
を
諦
め
、
幼
年
よ
り
学
問
を
好
み
、
書
を
漢
学
者
の
澤
田

東
江
に
学
ん
だ
。
ま
た
二
十
五
歳
（
寛
政
八
年
〈
一
七
九
六
〉）
の
と
き
に
剃
髪
し
て
僧
侶
と

な
り
、
下
谷
坂
本
の
裏
家
を
住
処
と
し
た
。
そ
の
様
子
は
小
山
田
与
清
の
『
擁
書
楼
日
記
』
に

「
は
や
う
世
を
そ
む
き
て
法
師
に
な
り
ぬ
、
佛
學
世
に
秀
で
、
を
さ
〳
〵
肩
な
ら
ぶ
人
な
き
に
、

か
ら
や
ま
と
の
書
に
さ
へ
ひ
ろ
く
わ
た
ら
れ
ぬ
（
中
略
）
か
り
そ
め
の
庵
を
し
め
て
、
書
あ
ま

た
お
き
め
ぐ
ら
し
 29
」（
文
化
十
二
年
〈
一
八
一
五
〉
八
月
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
了
阿

は
そ
の
博
識
が
広
く
世
間
に
伝
わ
り
、
各
所
寺
院
に
て
講
説
を
乞
わ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
そ
の

際
に
「
各
宗
の
學
僧
よ
り
、
難
問
攻
撃
あ
る
も
、
博
く
内
外
の
諸
典
を
引
き
、
答
辯
響
の
應
ず

る
如
く
な
り
し
 30
」（『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』〈「
了
阿
上
人
傳
」〉）
と
、
法
談
問
答
に
も
積

極
的
に
応
じ
た
と
伝
わ
る
。

　
こ
う
し
た
当
代
き
っ
て
の
蔵
書
家
に
て
、
か
つ
和
漢
書
の
博
識
に
秀
で
た
仏
僧
の
村
田
了
阿

が
、
京
伝
や
弟
の
京
山
、
柳
亭
種
彦
、
式
亭
三
馬
と
い
っ
た
江
戸
の
出
版
界
を
牽
引
す
る
戯
作

者
た
ち
と
屈
託
な
い
知
の
交
遊
を
愉
し
ん
だ
実
態
は
同
時
代
の
江
戸
文
芸
を
考
え
る
上
で
看
過

で
き
な
い
。
な
お
、
そ
の
様
子
を
繙
く
な
ら
ば
、
幕
末
生
ま
れ
の
饗
庭
篁
村
に
よ
る
「
了
阿
上

人
傳
」（『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』）
の
次
の
叙
述
が
参
考
と
な
る
。

　 

　  

柳
亭
種
彦
は
、
師
を
慕
ひ
て
、
厚
く
訪
ひ
事
へ
、
佛
學
歌
學
の
教
え
う
け
た
り
、
京
傳

京
山
ま
た
し
か
り
、
三
馬
も
眞
顔
を
介
し
て
、
師
の
庵
を
叩
き
し
事
あ
り
し
と
見
え
、 31

　
同
記
を
信
ず
る
な
ら
ば
、
京
伝
を
は
じ
め
江
戸
後
期
の
戯
作
者
た
ち
は
村
田
了
阿
か
ら
仏
教

学
の
知
識
を
学
び
、
そ
の
教
え
を
乞
う
た
め
に
了
阿
の
庵
を
た
び
た
び
訪
れ
た
と
い
う
。
と
く

に
京
伝
は
大
田
南
畝
を
介
し
て
村
田
了
阿
と
は
昵
懇
の
仲
で
あ
り
、
当
然
、
彼
か
ら
勧
化
本
や

談
義
本
に
関
す
る
様
々
な
智
見
を
教
え
ら
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
際
に
、長
篇
勧
化
本『
小

夜
中
山
霊
鐘
記
』
や
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
も
話
題
に
挙
が
っ
た
こ
と
は
容
易
に
推
測

で
き
る
。
故
に
、京
伝
が
自
身
の
戯
作
に
「
無
間
の
鐘
」
の
趣
向
を
用
い
た
背
景
を
探
る
際
に
、

了
阿
の
存
在
は
看
過
で
き
な
い
。

　
こ
う
し
て
考
え
て
み
る
と
、
村
田
了
阿
は
江
戸
の
下
谷
町
・
神
田
町
を
舞
台
に
し
た
文
芸
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
い
た
人
物
で
あ
り
 32
、
と
く
に
仏
典
や
仏
説
教
義
の
知
識
を
戯
作
者
た
ち
に

伝
達
し
た
意
義
は
大
き
く
、
各
所
の
仏
教
的
民
談
が
読
本
・
合
巻
の
趣
向
に
用
い
ら
れ
る
淵
源

と
な
っ
た
存
在
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
了
阿
は
な
ぜ
か
馬
琴
と
は
接
点
を
持
た
ず
、「
曲
亭
よ
り

面
会
の
事
を
乞
は
れ
た
れ
ど
、
何
故
か
師
は
辞
し
て
、
相
見
さ
り
し
と
ぞ
 33
」
と
の
態
度
を
示
し

た
と
い
う
。
了
阿
が
馬
琴
を
忌
避
し
た
理
由
は
何
か
、
そ
の
点
に
馬
琴
の
人
格
の
本
質
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
稿
の
主
旨
と
は
異
な
る
た
め
に
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
で
お
こ
う
。
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な
か
で
も
「
文
化
十
二
年
九
月
十
四
日
」
の
記
述
は
興
味
深
い
。

　
　
　  

今
宵
は
神
田
祭
の
夜
営
な
れ
ば
と
て
、
由
豆
流
ま
う
け
し
て
、
な
に
く
れ
と
あ
る
じ

す
、
太
［
マ
マ
］田
覃
、
北
愼
言
、
了
阿
法
師
、
磐
瀬
醒
、
磐
瀬
百
樹
、
安や
す

田だ

躬み
つ
る絃
、
片
倉
鶴
陵
、

連
阿
な
ど
き
つ
ど
ひ
て
、
酒
く
み
か
は
し
つ
ヽ
ゑ
ひ
し
れ
て
、
九
の
鐘
の
き
こ
ゆ
る
こ

ろ
に
な
ん
家
に
は
か
へ
り
た
る
、 
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同
記
に
よ
れ
ば
、
神
田
祭
の
前
夜
に
、
大
田
南
畝
（
大
田
覃
）、
村
田
了
阿
、
山
東
京
伝
、

山
東
京
山
、
小
山
田
与
清
な
ど
が
集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
。
文
芸
談
議
に
花
を
咲
か

せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
吉
原
遊
廓
の
女
郎
を
評
し
て
い
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
は
九
の

鐘
（
午
前
零
時
）
が
聞
こ
え
る
時
刻
ま
で
酔
い
し
れ
て
、
そ
れ
か
ら
各
々
、
家
路
に
つ
い
た
と

い
う
。
文
化
文
政
期
の
江
戸
の
出
版
界
を
支
え
た
人
物
た
ち
は
、
こ
う
し
た
宵
宮
酔
狂
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　街
道
縁
起
書
・
談
義
本
に
み
る
「
小
夜
中
山
の
無
間
之
鐘
」

　
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
視
点
を
変
え
て
、
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
た

縁
起
書
（「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
縁
起
書
は
『
遠
州
佐
夜

中
山
子
育
観
音
并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』、『
遠
州
小
夜
中
山
刃
之
雉
子
三
位
良
政
卿
／
退
治
之
由

来
』、『
遠
州
小
夜
中
山
無
間
之
鐘
之
由
来
』
の
三
点
が
ひ
と
綴
り
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各

種
、
半
紙
判
よ
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
 41
、
粗
紙
に
文
字
が
刷
ら
れ
、
紙
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

初
板
に
関
し
て
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
刊
記
が
記
さ
れ
た
『
遠
州
佐
夜
中
山
子
育
観
音

并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』
が
遺
存
し
、「
遠
江
日
坂
・
都
田
文
左
衛
門
板
行
」
と
の
記
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
 42
。

　
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
在
地
伝
承
を
記
し
た
縁
起
書
が
、
寺
社
で
は
な
く
、
街

道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
販
売
の
様
子
が
高
力
種
信
に
よ
る

『
東
街
便
覧
図
略
』（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉）
の
挿
絵
（
巻
二
）
に
描
か
れ
て
い
る
［
図
５
］。

同
挿
絵
に
よ
る
と
、
坂
道
に
面
し
た
荒
屋
に
て
「
佐さ

夜よ
の

中な
か

山や
ま

子こ

育そ
だ
て

観く
わ
ん

音お
ん

并
夜よ

啼な
き

石い
し

敵か
た
き

討う
ち
の

由ゆ

来ら
い

　
代
　
十
六
文
」
の
看
板
を
出
し
、
縁
起
書
を
竹
筒
に
結
び
つ
け
て
、
童
児
が
店
番
を
し
て

い
る
。
馬
琴
も
こ
う
し
た
民
家
に
て
「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
縁
起
書
が
お
よ
そ
「
そ
ば
一
杯
」（
十
六
文
）
の
値
段
で
、
旅
人
に
売
ら
れ
て
い
た

点
が
興
味
深
い
。
ま
た
本
文
に
て
高
力
種
信
が
、

　
　
　 

新
坂
を
越
て
佐
夜
の
中
山
に
か
ゝ
る
に
　
此
辺
の
民
家
数
多
　
夜
啼
の
石
敵
討
の
由
来

を
売
る
有
　
是
は
明
和
五
年
の
頃
　
当
宿
坂
上
　
都
田
文
左
衛
門
と
い
ふ
者
板
行
せ
し

由 
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と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、挿
絵
画
中
に
描
か
れ
た
縁
起
書
が
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

刊
の
『
遠
州
佐
夜
中
山
子
育
観
音
并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

［図５］ 高力種信 『東街便覧図略』（天明6年〈1786〉）
（『東街便覧図略［巻2］名古屋市博物館資料叢書３』名古屋市博物館、2005年より）
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そ
し
て
京
伝
と
の
関
係
で
も
う
一
人
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
人
物
が
、
小
山
田
与
清
で
あ
る
。

与
清
は
多
摩
郡
の
農
村
（
小
山
田
村
）
に
生
ま
れ
た
次
男
で
、
十
代
後
半
で
江
戸
へ
出
て
、
村

田
春
海
に
国
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
二
十
一
歳
で
見
沼
の
通
船
方
高
田
家
の
養
子
と
な
り
、

そ
の
財
力
を
糧
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
出
版
物
の
蒐
集
を
お
こ
な
い
、文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

に
「
擁
書
楼
」
と
称
す
る
私
設
の
文
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

庫
を
建
立
し
た
。
彼
は
一
介
の
町
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
約
五
万
巻
に
お
よ
ぶ
蔵
書
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
、
し
か
も
そ
れ
ら
の
書
物
を
友
人
や
知

人
に
閲
覧
・
貸
借
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
化
政
期
の
江
戸
が
世
界
有
数
の
文
化
都
市
で
あ
っ
た
所

以
は
、
与
清
の
よ
う
な
一
介
の
商
人
が
学
問
に
勤
し
み
、
莫
大
な
私
財
を
投
げ
打
っ
て
国
家
規

模
の
文
化
施
設
を
次
々
と
築
い
た
点
に
あ
ろ
う
。「
擁
書
楼
」
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
蔵

書
を
介
し
て
山
東
京
伝
や
村
田
了
阿
が
お
の
ず
と
集
い
、
こ
の
「
場
」
を
通
じ
て
知
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
小
山
田
与
清
の
功
績
は
イ
ロ
ハ
順
に
書
物
と
標
目
が
索
引
で
き
る
「
類
字
函
」
と
称

す
る
整
理
箱
を
考
案
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
き
っ
か
け
に
彼
は
、
二
千
巻
に
お
よ
ぶ
書

物
を
項
目
で
検
索
で
き
る『
群
書
捜
索
目
録
』の
作
成
を
生
涯
か
け
て
お
こ
な
っ
た
 34
。
そ
し
て
、

こ
の
索デ
ー
タ
ベ
ー
ス

引
目
録
の
構
築
に
山
東
京
伝
や
村
田
了
阿
が
自
主
的
に
加
わ
る
こ
と
で
、
江
戸
の
考
証

学
が
飛
躍
的
に
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、そ
の
作
業
風
景
が
与
清
の
『
擁
書
楼
日
記
』

に
幾
度
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
文
化
十
二
年
八
月
十
日
」
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

　
　
　  

十
日
、
晴
、
了
阿
法
師
、
瀬［
マ
マ
］磐

醒
、
瀬［
マ
マ
］磐

百
樹
な
ど
き
た
り
て
随
筆
目
録
を
編
輯
す
、

磐
瀬
兄
弟
は
安
斎
随
筆
を
よ
み
、
余
と
了
阿
と
は
梅
窓
筆
記
、
春
湊
浪
話
を
よ
み
つ
、

午
の
時
ば
か
り
、
藤
原
正
臣
、
擁
書
楼
の
歌
よ
み
つ
と
て
、
短
冊
も
て
き
ぬ
、 
 35

と
あ
る
。
右
記
の
磐
瀬
兄
弟
（
磐
瀬
醒
・
磐
瀬
百
樹
）
と
は
山
東
京
伝
と
弟
の
京
山
の
こ
と
で

あ
る
。
彼
ら
が
擁
書
楼
を
訪
れ
て
、村
田
了
阿
（
了
阿
法
師
）
と
共
に
『
群
書
捜
索
目
録
』（
随

筆
編
）
の
編
纂
に
従
事
し
た
様
子
を
同
文
か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
各
々
が
互
い
に
安

斎
随
筆
、
梅
窓
筆
記
、
春
湊
浪
話
な
ど
の
随
筆
を
読
み
合
い
な
が
ら
、
叙
述
内
容
を
情
報
と
し

て
共
有
し
つ
つ
、
目
録
編
纂
の
作
業
を
進
め
て
い
た
実
態
は
た
い
へ
ん
興
味
深
い
。

　
さ
ら
に
本
論
の
主
た
る
観
点
に
引
き
寄
せ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
う
し
た
編
纂
の
「
場
」
に
在

野
の
知
僧
が
頻
繁
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
前
述
の
村
田
了
阿
に
加
え

て
、
江
戸
に
て
仏
教
学
の
碩
学
と
し
て
名
を
は
せ
た
真
宗
僧
の
釈
恵
海
な
ど
も
 36
擁
書
楼
に
て

京
伝
と
共
に
目
録
編
纂
に
参
与
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
擁
書
楼
日
記
』
の
文
化
十
二
年
十

月
十
日
に
「
晴
、
了
阿
法
師
、
磐
瀬
醒
、
磐
瀬
百
樹
な
ど
き
た
り
て
、
例
の
随
筆
目
録
を
編
輯

す
、
釈
恵
海
も
末
の
時
ば
か
り
に
ま
う
で
き
ぬ
 37
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
解
る
。
こ
う

し
た
目
録
編
纂
の
場
に
博
学
な
僧
た
ち
が
集
ま
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
の
話
題
に
仏
教
経
典
や
仏

教
説
話
が
挙
が
る
の
は
、
至
極
当
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ
う
。
京
伝
が
長
篇
勧
化
本
や
寺
社
縁

起
書
に
関
す
る
多
く
の
情
報
や
知
識
を
得
た
の
も
、
こ
う
し
た
小
山
田
与
清
を
中
心
と
し
た
交

友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

　
な
お
、「
無
間
の
鐘
」
の
俗
談
に
焦
点
を
絞
る
な
ら
ば
、『
群
書
捜
索
目
録
』
に
収
め
ら
た
『
文

峰
四
臨
』
の
「
巻
之
六
」
に
次
の
記
述
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
無
間
ノ
鐘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
里
人
　
五

　
　
　
無
間
の
鐘
の
弁
　
　
　
　
　
　
　
　
千
加
　
九
　
 38

　『
文
峰
四
臨
』
が
擁
書
楼
に
て
い
つ
頃
編
ま
れ
た
の
か
不
明
な
が
ら
、
同
記
か
ら
与
清
の
目

録
の
編
纂
作
業
に
て
「
無
間
の
鐘
」
の
俗
談
が
参
照
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
な
お
、

「
里
人
」
と
は
菊
岡
沾
凉
の
『
諸
国
里
人
談
』（
寛
保
三
年
〈
一
七
四
三
〉）
で
あ
り
、
そ
の
巻

五
に
「
無む

間け
ん
の

鐘か
ね

」
の
巷
説
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
千
加
」
と
は
多
田
南
嶺
の
随
筆
『
千

加
屋
草
註
』
と
推
測
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
京
伝
が
長
篇
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
や
「
小
夜
中
山
の
街

道
縁
起
書
」
に
接
す
る
機
会
を
得
た
の
は
、
小
山
田
与
清
の
蔵
書
を
め
ぐ
る
交
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
お
い
て
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
場
に
集
う
村
田
了
阿
や
釈
恵
海
な
ど
の
仏
僧
か
ら
教
示
を
受

け
た
か
も
し
れ
ず
、
京
伝
の
仏
教
的
知
識
を
下
支
え
し
た
の
は
、
彼
ら
江
戸
市
中
に
住
す
る
智

僧
た
ち
で
あ
ろ
う
。
く
わ
え
て
、
晩
年
の
京
伝
が
合
巻
の
執
筆
を
控
え
て
ま
で
も
考
証
学
に
の
め

り
込
ん
だ
の
は
、小
山
田
与
清
に
よ
る
目
録
の
編
纂
作
業
に
参
加
し
た
経
験
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。

そ
こ
で
出
会
っ
た
学
識
豊
か
な
人
々
に
感
化
さ
れ
、そ
の
場
で
の
知
見
が
、彼
を
考
証
学
へ
と
誘
っ

た
の
で
あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
考
証
随
筆
（『
近
世
奇
跡
考
』
や
『
骨
董
集
』）
が
成
立

す
る
背
景
に
は
、
小
山
田
与
清
の
蔵
書
を
め
ぐ
る
交
友
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
横
た
わ
っ
て
お
り
、
彼

の
考
証
学
へ
の
志
は
そ
う
し
た
交
遊
を
介
し
て
育
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
 39
。

　
ち
な
み
に
小
山
田
与
清
は
、
遊
廓
に
て
豪
快
に
遊
び
、
酒
も
色
事
も
好
む
希
代
の
博
雅
で

あ
っ
た
。『
擁
書
楼
日
記
』に
は
、そ
ん
な
彼
を
め
ぐ
る
遊
楽
の
集
い
が
幾
多
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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山東京伝の合巻『無間之鐘娘縁記』と長篇勧化本『小夜中山霊鐘記』

な
か
で
も
「
文
化
十
二
年
九
月
十
四
日
」
の
記
述
は
興
味
深
い
。

　
　
　  
今
宵
は
神
田
祭
の
夜
営
な
れ
ば
と
て
、
由
豆
流
ま
う
け
し
て
、
な
に
く
れ
と
あ
る
じ

す
、
太
［
マ
マ
］田
覃
、
北
愼
言
、
了
阿
法
師
、
磐
瀬
醒
、
磐
瀬
百
樹
、
安や
す

田だ

躬み
つ
る絃
、
片
倉
鶴
陵
、

連
阿
な
ど
き
つ
ど
ひ
て
、
酒
く
み
か
は
し
つ
ヽ
ゑ
ひ
し
れ
て
、
九
の
鐘
の
き
こ
ゆ
る
こ

ろ
に
な
ん
家
に
は
か
へ
り
た
る
、 
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同
記
に
よ
れ
ば
、
神
田
祭
の
前
夜
に
、
大
田
南
畝
（
大
田
覃
）、
村
田
了
阿
、
山
東
京
伝
、

山
東
京
山
、
小
山
田
与
清
な
ど
が
集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
い
た
。
文
芸
談
議
に
花
を
咲
か

せ
た
の
か
、
あ
る
い
は
吉
原
遊
廓
の
女
郎
を
評
し
て
い
た
の
か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
彼
ら
は
九
の

鐘
（
午
前
零
時
）
が
聞
こ
え
る
時
刻
ま
で
酔
い
し
れ
て
、
そ
れ
か
ら
各
々
、
家
路
に
つ
い
た
と

い
う
。
文
化
文
政
期
の
江
戸
の
出
版
界
を
支
え
た
人
物
た
ち
は
、
こ
う
し
た
宵
宮
酔
狂
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
し
て
も
結
ば
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　街
道
縁
起
書
・
談
義
本
に
み
る
「
小
夜
中
山
の
無
間
之
鐘
」

　
本
節
で
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
視
点
を
変
え
て
、
小
夜
中
山
の
街
道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
た

縁
起
書
（「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」）
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
同
縁
起
書
は
『
遠
州
佐
夜

中
山
子
育
観
音
并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』、『
遠
州
小
夜
中
山
刃
之
雉
子
三
位
良
政
卿
／
退
治
之
由

来
』、『
遠
州
小
夜
中
山
無
間
之
鐘
之
由
来
』
の
三
点
が
ひ
と
綴
り
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
各

種
、
半
紙
判
よ
り
小
さ
い
サ
イ
ズ
で
 41
、
粗
紙
に
文
字
が
刷
ら
れ
、
紙
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。

初
板
に
関
し
て
は
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
の
刊
記
が
記
さ
れ
た
『
遠
州
佐
夜
中
山
子
育
観
音

并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』
が
遺
存
し
、「
遠
江
日
坂
・
都
田
文
左
衛
門
板
行
」
と
の
記
名
が
刻
ま

れ
て
い
る
 42
。

　
そ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
ら
の
在
地
伝
承
を
記
し
た
縁
起
書
が
、
寺
社
で
は
な
く
、
街

道
沿
い
の
民
家
で
売
ら
れ
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
販
売
の
様
子
が
高
力
種
信
に
よ
る

『
東
街
便
覧
図
略
』（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉）
の
挿
絵
（
巻
二
）
に
描
か
れ
て
い
る
［
図
５
］。

同
挿
絵
に
よ
る
と
、
坂
道
に
面
し
た
荒
屋
に
て
「
佐さ

夜よ
の

中な
か

山や
ま

子こ

育そ
だ
て

観く
わ
ん

音お
ん

并
夜よ

啼な
き

石い
し

敵か
た
き

討う
ち
の

由ゆ

来ら
い

　
代
　
十
六
文
」
の
看
板
を
出
し
、
縁
起
書
を
竹
筒
に
結
び
つ
け
て
、
童
児
が
店
番
を
し
て

い
る
。
馬
琴
も
こ
う
し
た
民
家
に
て
「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」
を
購
入
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

そ
れ
ら
の
縁
起
書
が
お
よ
そ
「
そ
ば
一
杯
」（
十
六
文
）
の
値
段
で
、
旅
人
に
売
ら
れ
て
い
た

点
が
興
味
深
い
。
ま
た
本
文
に
て
高
力
種
信
が
、

　
　
　 

新
坂
を
越
て
佐
夜
の
中
山
に
か
ゝ
る
に
　
此
辺
の
民
家
数
多
　
夜
啼
の
石
敵
討
の
由
来

を
売
る
有
　
是
は
明
和
五
年
の
頃
　
当
宿
坂
上
　
都
田
文
左
衛
門
と
い
ふ
者
板
行
せ
し

由 

 43

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、挿
絵
画
中
に
描
か
れ
た
縁
起
書
が
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）

刊
の
『
遠
州
佐
夜
中
山
子
育
観
音
并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に

［図５］ 高力種信 『東街便覧図略』（天明6年〈1786〉）
（『東街便覧図略［巻2］名古屋市博物館資料叢書３』名古屋市博物館、2005年より）
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浅
井
了
意
『
東
海
道
名
所
記
』（
万
治
二
年
〈
一
六
五
九
〉）、『
本
朝
故
事
因
縁
集
』（
元
禄
二

年
〈
一
六
八
九
〉）、
磯
貝
舟
也
『
日
本
鹿
子
』（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉）、
菊
岡
沾
涼
『
諸

国
里
人
談
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
談
が
、
直
接
、
京
の
浄
圓
寺
の
名
僧
盤

察
の
筆
に
よ
り
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
組
み
込
ま
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
別
の
見

方
を
す
る
な
ら
ば
、
静
観
房
好
阿
の
『
華
鳥
百
談
』（
延
享
五
年
〈
一
七
四
八
〉）
な
ど
の
談
義

本
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
宝
暦
期
頃
か
ら
〈
談
義
本
〉
と
〈
勧
化
本
〉

の
題
材
交
流
が
甚
だ
し
く
な
る
点
は
す
で
に
先
達
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
 48
、
と
も
に
説

教
僧
が
庶
民
に
む
け
て
説
法
す
る
際
に
用
い
た
講
話
を
テ
ク
ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
談
義
本
『
華
鳥
百
談
』
と
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
関
係
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
か

ら
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
京
の
盤
察
が
静
観
房
好
阿
に
よ
る
〈
無
間
の
鐘
〉
の
説
法
を
聴
講
し

て
「
霊
鐘
記
」
の
着
想
を
得
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
 49
。
な
お
、『
華
鳥
百
談
』（
巻
二
）

に
は
「
佐さ

よ夜
の
中な
か

山
無む

間け
ん

乃
鐘か
ね

の
事
」
と
題
す
る
講
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
引
用

す
れ
ば
、

　
　
　 

古こ

今き
ん

世
の
中
の
な
ら
ひ
な
が
ら
。
此
鐘か
ね

を
無む

間け
ん

の
鐘か
ね

と
名な

付
て
。
一
た
び
此
か
ね
を
撞つ
く

も
の
は
。
来ら
い

世
は
あ
び
永や
う

沈ち
ん

に
。
堕だ

在ざ
い

す
れ
ど
も
。
現げ
ん

世
は
金き
ん

銀〳
〵

い
づ
み
の
涌わ
く

が
ご
と

し
と
。
あ
ら
ぬ
虚き
ょ

言ご
ん

を
云い
ひ

い
だ
し
て
。
我わ
れ

も
〳
〵
と
忍し
の
びよ

り
。
時と
き

あ
ら
ず
鐘か
ね

を
つ
け
は
。

近き
ん
ご
う郷

に
は
時じ

刻こ
く

を
あ
や
ま
り
。
無む

間け
ん

の
呵か

責し
ゃ
くを

脱の
が
れし

鐘か
ね

の
。
今い
ま

は
か
へ
つ
て
あ
び
の
業ご
う

を
ま
ね
く
。

と
あ
る
。
人
び
と
が
現
生
の
欲
望
に
と
ら
わ
れ
無
間
の
鐘
を
幾
度
も
撞
き
に
来
る
の
で
、
近
隣

の
里
人
は
時
刻
を
誤
る
と
い
う
落
ち
を
つ
け
る
。
同
話
は
既
存
の
在
郷
民
談
が
笑
噺
と
し
て
脚

色
さ
れ
る
談
義
本
の
特
色
を
如
実
に
示
し
て
お
り
、
談
義
僧
の
講
話
を
通
じ
て
「
無
間
の
鐘
」

の
故
事
が
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
を
想
起
で
き
る
。
く
わ
え
て
「
無
間
の
鐘
」
の
趣
向
は
浄
瑠

璃
本
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』（
元
文
四
年
〈
一
七
三
九
〉
初
演
）、
八
文
字
屋
本
『
丹
波
与
作
無

間
鐘
』（
元
文
四
年〈
一
七
三
九
〉）、黒
本『
小
夜
中
山
邪
正
物
語
』（
刊
行
年
不
明
）、滑
稽
本『
小

夜
時
雨
』（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉：
巻
二
「
歌か

舞ぶ

菩ぼ

薩さ
つ

の
清す
が

攬ゝ
き

」）
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え

て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
本
も
談
義
僧
の
講
話
と
共
鳴
す
る
か
た
ち
で
編
ま
れ
た
に

ち
が
い
な
い
。

　
こ
こ
で
話
を
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
戻
す
。
京
伝
の
読
本
・
合
巻
を
考
え
る

場
合
、上
方
の〈
長
篇
勧
化
本
〉の
み
な
ら
ず
、そ
う
し
た
勧
化
本
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た〈
寺

社
縁
起
書
〉
や
〈
談
義
本
〉
な
ど
の
仏
教
方
面
の
諸
書
を
等
閑
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
ら
諸
本
に
含
ま
れ
た
奇
譚
や
民
談
が
、
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
直
接
、
京
伝

の
琴
線
に
ふ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
と
く
に
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
は
、
旅

を
好
ま
な
か
っ
た
京
伝
に
と
っ
て
在
地
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
珍
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
そ

れ
ら
の
縁
起
書
が
、
彼
の
考
証
精
神
に
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き

る
。

五
　お
わ
り
に
　―
鐘
と
鏡
を
め
ぐ
る
物
語
の
ゆ
く
え
 
―

　
京
伝
と
馬
琴
、
十
九
世
紀
を
代
表
す
る
二
人
の
戯
作
者
が
と
も
に
自
作
で
用
い
た
「
無
間
の

鐘
」
の
民
談
が
、
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
読
本
・
合
巻
に
移
入
す
る
背
景
を
浮

き
上
が
ら
せ
て
み
た
。
そ
の
試
み
の
支
点
と
し
て
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
と
仏
教

勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
相
似
性
に
着
目
し
、
前
者
が
創
作
さ
れ
る
温
床
に
後
者
が
横

た
わ
っ
て
い
た
観
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
試
論
は
、
十
九
世
紀
の
読
本
・
合
巻
が

上
方
の
長
篇
勧
化
本
を
基
盤
と
し
て
創
作
さ
れ
た
一
例
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀
以
前

の
仏
教
説
話
や
奇
譚
・
民
談
が
江
戸
の
出
版
文
芸
に
流
入
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
観
点
は
馬
琴
の
合
巻
『
石
言
遺
響
』
に
関
す
る
先
達
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
視
座
を
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
ま
で
延
ば
し
た
点
が
本
論
の
意
義
と

な
ろ
う
。

　
で
は
最
後
に
、再
度
、京
伝
と
馬
琴
の
仲
合
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
京
伝
が
合
巻
『
無

間
之
鐘
娘
縁
記
』
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
は
、
す
で
に
馬
琴
と
の
仲
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
。

両
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
手
紙
に
よ
る
往
来
の
み
で
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
年
に
三
度
も
満
た
な

か
っ
た
。
互
い
に
別
々
の
文
芸
仲
間
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
に
も
隔
た
り
が
で
き
て
い
た
。

そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
小
山
田
与
清
の
「
擁
書
楼
」
の
落
成
を
祝
う
宴
に
、
京
伝
は
弟
の
京

山
と
共
に
参
会
し
、
馬
琴
は
顔
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
宴
に
列
席
し
て
い
た
村
田
了
阿
が
、

馬
琴
と
の
交
遊
を
拒
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
神
奈
川
宿
ま
で
と
も
に
歩
ん
だ
二
人
が
、
江
戸

の
出
版
界
を
担
う
戯ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

作
者
と
な
っ
た
後
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
別
々
の
生
き
方
を
歩
む
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
を
導
き
だ
す
に
は
紙
面
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、京
伝
が
〈
馬
琴
〉

の
人
柄
に
つ
い
て
語
っ
た
言
説
が
、そ
の
理
由
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
我
々
に
伝
え
る
。
京
伝
は
、
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そ
れ
を
板
行
し
た
の
が
寺
院
や
板
元
で
は
な
く
、
坂
上
に
住
む
都
田
文
右
衛
門
と
い
う
庶
民
で

あ
っ
た
。
こ
と
「
寺
社
縁
起
」
に
関
し
て
は
寺
院
や
神
社
が
自
所
の
開
基
譚
や
神
仏
由
来
譚
を

刷
り
物
と
し
て
編
み
、
寄
進
を
建
前
と
し
た
訪
問
客
へ
の
販
売
を
通
例
と
す
る
。
こ
う
し
た
観

点
か
ら
も
、「
小
夜
中
山
の
縁
起
書
類
」
は
江
戸
期
の
縁
起
書
の
流
通
・
販
売
の
実
態
を
捉
え

る
上
で
新
た
な
視
座
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
在
地
の
伝
承
が
刷
り
物
と
し
て
、
寺
社
や
板
元

な
ど
の
公・・

・的・

機
関
を
介
さ
ず
に
、
東
海
道
沿
い
の
民
家
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
発
信
さ
れ
た
点
は

注
目
に
あ
た
い
す
る
 44
。
し
か
も
、
こ
う
し
た
民
家
で
板
行
さ
れ
た
街
道
縁
起
書
を
、
近
隣
の

寺
院
（
小
夜
中
山
久
延
寺
）
が
江
戸
の
出
開
帳
に
て
出
先
販
売
し
た
経
緯
も
興
味
深
い
。

　
で
は
、
こ
れ
ら
の
街
道
縁
起
書
は
ど
こ
の
伝
承
を
祖
型
と
し
て
編
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
縁
起
譚
の
遡
源
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
部
が
天
正
十
八
年
（
一
五
九
〇
）
の
奥
書
を

記
す
『
平
田
寺
草
創
記
』
に
由
来
す
る
 45
。
同
寺
院
縁
起

・

・

に
よ
れ
ば
、
遠
州
相
良
藩
（
現
・
牧

之
原
市
）
の
臨
済
宗
の
古
刹
平
田
寺
は
、
少
な
く
と
も
戦
国
期
か
ら
江
戸
前
期
の
時
代
に
、
金

谷
宿
か
ら
小
夜
中
山
ま
で
を
教
線
と
し
て
い
た
。
こ
の
地
域
で
は
、
十
八
世
紀
以
降
、
小
夜
中

山
の
縁
起
書
類
の
み
な
ら
ず
、東
海
道
の
金
谷
宿
の
飴
屋
に
て
『
遠
州
菊
川
古
跡
白
菊
姫
之
事
』

と
題
す
る
縁
起
書
も
販
売
し
て
い
た
。
同
縁
起
書
に
記
さ
れ
た
菊
川
の
白
菊
姫
伝
承
は
『
平
田

寺
草
創
記
』
の
説
話
を
遡
源
と
す
る
が
、
本
論
で
注
目
す
べ
き
は
、
小
夜
中
山
の
民
家
に
て
縁

起
書
が
編
ま
れ
る
契
機
と
な
っ
た
由
来
譚
が
『
平
田
寺
草
創
記
』
の
白
菊
姫
伝
承
の
一
部
に
記

さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
由
来
譚
の
要
点
を
ま
と
め
る
。
白
菊
の
父
母
は
、
彼
女

が
不
貞
に
身
ご
も
っ
た
と
勘
違
い
し
、
そ
の
罪
を
咎
め
、
彼
女
を
山
間
の
深
淵
に
沈
め
て
し
ま

う
。
し
か
し
白
菊
は
、
淵
下
に
い
た
異
僧
に
よ
っ
て
助
け
ら
れ
、
蘇
生
す
る
。
後
に
父
母
は
白

菊
と
再
会
し
、
そ
の
奇
縁
を
喜
び
、
女
性
や
子
供
の
追
福
の
た
め
に
小
夜
中
山
の
路
上
に
お
堂

を
建
立
し
、
仏
像
を
安
置
す
る
。『
平
田
寺
草
創
記
』
で
は
、
そ
の
伝
承
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

　
　
　 

因 

レ 

之
為 

二 

女
子
追
福 

一
。
於 

二 

中
山
路
上 

一
。
建 

二 

堂
宇 

一 

安 

二 

佛
像 

一
。 

傍
構 

二 

小
店 

一
。
飲
食
衣
服
以
施 

二 

往
来
僧
侶 

一
。
深
冀 

二 

彼
離
苦
得
脱 

一
。 

時
於 

レ 

世
謂 

レ 

之
號 

二 

宕
接
待 

一 

矣
。

　
　
　  

弘
安
六
年
春
。
師
辭 

二 

鎌
倉 

一 

西
遊
。
達 

二 

遠
州
小
夜
中
山
宕
接
待
店
下 

一
。 

求 

二 

所
須 

一
。
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同
記
に
よ
れ
ば
、
お
堂
の
隣
に
「
小
さ
な
お
店
」
を
構
え
、
そ
の
店
が
街
道
を
往
来
す
る
僧

侶
た
ち
に
飲
食
や
衣
服
を
施
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、こ
の
「
接
待
店
」
が
江
戸
期
に
入
り
「
無

間
山
の
縁
起
三
綴
」
を
販
売
す
る
民
家
（
小
店
）
と
な
り
、
こ
こ
に
街
道
に
て
縁
起
書
を
鬻
ぐ

「
場
」
に
付
随
す
る
由
来
譚
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、『
平
田
寺
草
創
記
』
の
成

立
期
が
不
明
瞭
の
た
め
に
、
弘
安
六
年
（
一
二
八
三
）
に
小
夜
中
山
に
て
接
待
所
が
存
立
し
て

い
た
と
は
断
定
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
高
力
種
信
『
東
街
便
覧
図
略
』
の
挿
絵
［
図
５
］
に

描
か
れ
た
荒
屋
が
古
く
は
こ
う
し
た
「
接
待
店
」
で
あ
っ
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
。

　
な
お
、
京
伝
が
こ
れ
ら
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
を
趣
向
に
用
い
た
と
思
わ
れ
る
作
品

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
刊
の
黄
表
紙
『
京
鹿
子
無
間
鐘 

名
産

梅
枝
伝
賦
』
で
あ
る
。
同
作
は
浄
瑠
璃
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』
に
記
さ
れ
た
「
無
間
の
鐘
の
講

話
」
を
趣
向
に
用
い
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
 47
。
た
だ
し
本
文
の

「
借
用
申 

證
文
之
事
」
に
お
い
て
「
月
日
　
さ（
小
夜
）よ

の
中
山
家
主
あ（

飴

の

餅

　
衛

門

）

め
の
も
ち
ゑ
も
ん
店
　
か（
借
）り

主
　
む（

無

間

の

鐘

）

け
ん
の
金
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
街
道
の
荒
屋
で
縁
起
書
を
販
売
し
た
「
都
田
文
左
衛

門
」
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
か
ら
、
天
明
期
に
京
伝
が
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
を
閲
読
し

て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
ま
た
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
に
は
複
数
の
改
編
版

が
存
在
し
、
各
種
の
刊
行
年
は
不
明
な
が
ら
、
右
の
［
表
２
］
の
よ
う
に
〈
街
道
縁
起
書
〉
と

〈
京
伝
の
黄
表
紙
〉
の
類
似
点
も
指
摘
で
き
る
。

［
表
２
］

　
他
方
、〈
小
夜
中
山
の
無
間
の
鐘
伝
承
〉
と
〈
京
伝
の
作
品
〉
を
考
え
る
場
合
、
も
う
一
つ

重
要
な
点
は
「
談
義
本
」
の
存
在
で
あ
る
。「
無
間
の
鐘
」
に
関
す
る
在
郷
民
談
は
、
古
く
は
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浅
井
了
意
『
東
海
道
名
所
記
』（
万
治
二
年
〈
一
六
五
九
〉）、『
本
朝
故
事
因
縁
集
』（
元
禄
二

年
〈
一
六
八
九
〉）、
磯
貝
舟
也
『
日
本
鹿
子
』（
元
禄
四
年
〈
一
六
九
一
〉）、
菊
岡
沾
涼
『
諸

国
里
人
談
』
な
ど
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
民
談
が
、
直
接
、
京
の
浄
圓
寺
の
名
僧
盤

察
の
筆
に
よ
り
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
に
組
み
込
ま
れ
た
と
推
定
で
き
る
が
、
別
の
見

方
を
す
る
な
ら
ば
、
静
観
房
好
阿
の
『
華
鳥
百
談
』（
延
享
五
年
〈
一
七
四
八
〉）
な
ど
の
談
義

本
が
介
在
し
て
い
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
宝
暦
期
頃
か
ら
〈
談
義
本
〉
と
〈
勧
化
本
〉

の
題
材
交
流
が
甚
だ
し
く
な
る
点
は
す
で
に
先
達
の
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
お
り
 48
、
と
も
に
説

教
僧
が
庶
民
に
む
け
て
説
法
す
る
際
に
用
い
た
講
話
を
テ
ク
ス
ト
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
ら

ば
、
談
義
本
『
華
鳥
百
談
』
と
勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
関
係
も
そ
の
よ
う
な
文
脈
か

ら
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
京
の
盤
察
が
静
観
房
好
阿
に
よ
る
〈
無
間
の
鐘
〉
の
説
法
を
聴
講
し

て
「
霊
鐘
記
」
の
着
想
を
得
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
 49
。
な
お
、『
華
鳥
百
談
』（
巻
二
）

に
は
「
佐さ

よ夜
の
中な
か

山
無む

間け
ん

乃
鐘か
ね

の
事
」
と
題
す
る
講
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
引
用

す
れ
ば
、

　
　
　 

古こ

今き
ん

世
の
中
の
な
ら
ひ
な
が
ら
。
此
鐘か
ね

を
無む

間け
ん

の
鐘か
ね

と
名な

付
て
。
一
た
び
此
か
ね
を
撞つ
く

も
の
は
。
来ら
い

世
は
あ
び
永や
う

沈ち
ん

に
。
堕だ

在ざ
い

す
れ
ど
も
。
現げ
ん

世
は
金き
ん

銀〳
〵

い
づ
み
の
涌わ
く

が
ご
と

し
と
。
あ
ら
ぬ
虚き
ょ

言ご
ん

を
云い
ひ

い
だ
し
て
。
我わ
れ

も
〳
〵
と
忍し
の
びよ

り
。
時と
き

あ
ら
ず
鐘か
ね

を
つ
け
は
。

近き
ん
ご
う郷

に
は
時じ

刻こ
く

を
あ
や
ま
り
。
無む

間け
ん

の
呵か

責し
ゃ
くを

脱の
が
れし

鐘か
ね

の
。
今い
ま

は
か
へ
つ
て
あ
び
の
業ご
う

を
ま
ね
く
。

と
あ
る
。
人
び
と
が
現
生
の
欲
望
に
と
ら
わ
れ
無
間
の
鐘
を
幾
度
も
撞
き
に
来
る
の
で
、
近
隣

の
里
人
は
時
刻
を
誤
る
と
い
う
落
ち
を
つ
け
る
。
同
話
は
既
存
の
在
郷
民
談
が
笑
噺
と
し
て
脚

色
さ
れ
る
談
義
本
の
特
色
を
如
実
に
示
し
て
お
り
、
談
義
僧
の
講
話
を
通
じ
て
「
無
間
の
鐘
」

の
故
事
が
人
口
に
膾
炙
し
た
こ
と
を
想
起
で
き
る
。
く
わ
え
て
「
無
間
の
鐘
」
の
趣
向
は
浄
瑠

璃
本
『
ひ
ら
か
な
盛
衰
記
』（
元
文
四
年
〈
一
七
三
九
〉
初
演
）、
八
文
字
屋
本
『
丹
波
与
作
無

間
鐘
』（
元
文
四
年〈
一
七
三
九
〉）、黒
本『
小
夜
中
山
邪
正
物
語
』（
刊
行
年
不
明
）、滑
稽
本『
小

夜
時
雨
』（
明
和
二
年
〈
一
七
六
五
〉：
巻
二
「
歌か

舞ぶ

菩ぼ

薩さ
つ

の
清す
が

攬ゝ
き

」）
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
越
え

て
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
本
も
談
義
僧
の
講
話
と
共
鳴
す
る
か
た
ち
で
編
ま
れ
た
に

ち
が
い
な
い
。

　
こ
こ
で
話
を
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
戻
す
。
京
伝
の
読
本
・
合
巻
を
考
え
る

場
合
、上
方
の〈
長
篇
勧
化
本
〉の
み
な
ら
ず
、そ
う
し
た
勧
化
本
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た〈
寺

社
縁
起
書
〉
や
〈
談
義
本
〉
な
ど
の
仏
教
方
面
の
諸
書
を
等
閑
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ

れ
ら
諸
本
に
含
ま
れ
た
奇
譚
や
民
談
が
、
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
直
接
、
京
伝

の
琴
線
に
ふ
れ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
と
く
に
「
小
夜
中
山
の
街
道
縁
起
書
」
は
、
旅

を
好
ま
な
か
っ
た
京
伝
に
と
っ
て
在
地
で
し
か
手
に
入
ら
な
い
珍
書
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
そ

れ
ら
の
縁
起
書
が
、
彼
の
考
証
精
神
に
何
か
し
ら
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き

る
。

五
　お
わ
り
に
　―
鐘
と
鏡
を
め
ぐ
る
物
語
の
ゆ
く
え
 
―

　
京
伝
と
馬
琴
、
十
九
世
紀
を
代
表
す
る
二
人
の
戯
作
者
が
と
も
に
自
作
で
用
い
た
「
無
間
の

鐘
」
の
民
談
が
、
江
戸
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
読
本
・
合
巻
に
移
入
す
る
背
景
を
浮

き
上
が
ら
せ
て
み
た
。
そ
の
試
み
の
支
点
と
し
て
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
と
仏
教

勧
化
本
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』
の
相
似
性
に
着
目
し
、
前
者
が
創
作
さ
れ
る
温
床
に
後
者
が
横

た
わ
っ
て
い
た
観
点
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
こ
の
試
論
は
、
十
九
世
紀
の
読
本
・
合
巻
が

上
方
の
長
篇
勧
化
本
を
基
盤
と
し
て
創
作
さ
れ
た
一
例
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
十
八
世
紀
以
前

の
仏
教
説
話
や
奇
譚
・
民
談
が
江
戸
の
出
版
文
芸
に
流
入
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
追
う
も
の
で
あ
る
。

同
様
の
観
点
は
馬
琴
の
合
巻
『
石
言
遺
響
』
に
関
す
る
先
達
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
視
座
を
京
伝
の
合
巻
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
ま
で
延
ば
し
た
点
が
本
論
の
意
義
と

な
ろ
う
。

　
で
は
最
後
に
、再
度
、京
伝
と
馬
琴
の
仲
合
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
京
伝
が
合
巻
『
無

間
之
鐘
娘
縁
記
』
を
執
筆
し
て
い
た
時
期
は
、
す
で
に
馬
琴
と
の
仲
は
疎
遠
に
な
っ
て
い
た
。

両
者
は
、
も
っ
ぱ
ら
手
紙
に
よ
る
往
来
の
み
で
、
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
は
年
に
三
度
も
満
た
な

か
っ
た
。
互
い
に
別
々
の
文
芸
仲
間
を
有
し
、そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
に
も
隔
た
り
が
で
き
て
い
た
。

そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
小
山
田
与
清
の
「
擁
書
楼
」
の
落
成
を
祝
う
宴
に
、
京
伝
は
弟
の
京

山
と
共
に
参
会
し
、
馬
琴
は
顔
を
出
さ
な
か
っ
た
。
そ
の
宴
に
列
席
し
て
い
た
村
田
了
阿
が
、

馬
琴
と
の
交
遊
を
拒
ん
だ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
神
奈
川
宿
ま
で
と
も
に
歩
ん
だ
二
人
が
、
江
戸

の
出
版
界
を
担
う
戯ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

作
者
と
な
っ
た
後
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
別
々
の
生
き
方
を
歩
む
こ
と

に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
を
導
き
だ
す
に
は
紙
面
が
残
さ
れ
て
い
な
い
が
、京
伝
が
〈
馬
琴
〉

の
人
柄
に
つ
い
て
語
っ
た
言
説
が
、そ
の
理
由
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
我
々
に
伝
え
る
。
京
伝
は
、
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  13
　  

井
上
隆
明
「
黄
表
紙
の
無
間
ノ
鐘
」（『
近
世
文
藝
［
第
三
十
六
巻
］』
日
本
近
世
文
学
会
、
一
九
八
二

年
、
二
十
七
頁
）、
棚
橋
正
博
「
解
題
」（『
山
東
京
傳
全
集
［
第
一
巻
］』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
、

五
三
四
頁
）。

  14
　  ［
表
１
］
の
翻
刻
引
用
文
は
、
下
記
の
書
籍
に
よ
る
。
山
東
京
伝
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』（『
山
東
京
傳
全

集
［
第
十
一
巻
］』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
五
年
」）。
山
東
京
伝
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』（
大
久
保
正
編
『
国

文
学
未
翻
刻
資
料
集
』
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）。

  15
　  

注
（
４
）
前
掲
論
文
「
文
化
三
、四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」、
一
三
三
頁
。

  16
　  

注
（
５
）
前
掲
書
、
一
九
七
頁
。

  17
　  

若
き
日
の
京
伝
は
、
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
に
弟
子
入
り
し
、
一
時
期
、「
北
尾
政
演
」
の
画
号
に
て

浮
世
絵
や
春
画
を
描
い
て
い
る
。

  18
　  

注
（
12
）
前
掲
書
、
五
五
四
頁
。

  19
　  

山
東
京
伝『
無
間
之
鐘
娘
縁
記（
草
稿
）』（『
山
東
京
傳
全
集［
第
十
四
巻
］』ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
八
年
、

四
一
八
頁
）。

  20
　  

ま
た
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
よ
る
幽
霊
の
榊
葉
が
赤
子
に
乳
を
飲
ま
せ
る
挿
絵
や
文
面
は
、『
古
今

犬
著
聞
集
』（
巻
九
）
や
『
大
和
怪
異
記
』（
巻
六
）
に
載
る
「
幽
霊
、
子
を
、
は
ご
く
む
事
」
の
怪
談
・

説
話
を
も
と
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
榊
葉
」
の
名
は
京
伝
自
作
の
合
巻
『
志
道
軒
往

古
講
釈
』（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉）
に
て
、
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

  21
　  

鈴
木
重
三
『
絵
本
と
浮
世
絵
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
一
六
九
頁
―
一
七
四
頁
）。

  22
　  

な
お
、
同
挿
絵
（［
図
２
］）
を
注
視
す
る
な
ら
ば
、「
蛇
髪
と
な
っ
た
髢
」
の
図
像
部
分
は
、
後
に
貼

り
付
け
て
修
正
し
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
画
中
の
小
雪
の
手
に
は
嫉
妬
の
炎
を
出
す

手
鏡
が
す
で
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
版
物
の
挿
絵
（［
図
３
］）
の
よ
う
に
、
修
正
前
に
同
箇

所
に
手
鏡
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
京
伝
は
当
初
、
蛇
髪
の
絵
図
を
上
手
に
描
け
ず
、
再
度
、

描
き
直
す
際
に
、
自
身
の
筆
で
訂
正
し
た
描
画
を
上
か
ら
貼
り
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。
豊
国
は
出
版
原

稿
を
描
く
際
に
同
所
の
描
画
が
稚
拙
な
た
め
に
造
形
的
に
理
解
で
き
ず
、
致
し
方
な
く
手
鏡
を
描
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

  23
　
注
（
５
）
前
掲
書
、
三
一
七
頁
。

  24
　  

佐
藤
悟「
考
証
随
筆
の
意
味
す
る
も
の
―
柳
亭
種
彦
と
曲
亭
馬
琴
―
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編『
国

語
と
国
文
学
［
第
七
十
巻
第
十
一
号
］』
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
、
一
一
九
頁
―
一
二
〇
頁
）。

  25
　  

佐
藤
至
子
『
山
東
京
伝

−

滑
稽
洒
落
第
一
の
作
者
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
一
頁

―
二
七
二
頁
）。

  26
　  

大
田
南
畝
『
改
元
紀
行
』（
濱
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
［
第
八
巻
］』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、

九
十
四
頁
―
九
十
五
頁
）。
ほ
か
、『
遠
江
古
蹟
図
会
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
に
「
無
間
山
と
号

す
観
音
寺
」
と
あ
る
文
に
「
今
年
亥
九
月
一
月
中
開
帳
有
て
群
集
す 

度
ゝ
燃
シ
ャ
ウ

災サ
イ

有
し
故
縁
起
も
な
し
」

と
記
す
。

  27
　  

大
田
南
畝
『
細
推
物
理
』（
濱
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
［
第
八
巻
］』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、

三
四
六
頁
）。

  28
　
注
（
５
）
前
掲
書
、
三
二
四
頁
。

  29
　  

小
山
田
与
清
『
擁
書
楼
日
記
』（
早
川
純
三
郎
編
『
近
世
文
藝
叢
書
［
第
十
二
］』
国
書
刊
行
会
、

一
九
一
二
年
、
二
〇
九
頁
―
二
一
〇
頁
）。

  30
　  

三
村
竹
清
編
『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』（
文
祥
堂
書
店
、
一
九
三
三
年
、
五
七
頁
）。

  31
　  

注
（
30
）
前
掲
書
（
饗
庭
篁
村
「
了
阿
上
人
傳
」）、
五
七
頁
。

  32
　  

村
田
了
阿
に
関
す
る
先
達
の
研
究
は
極
め
て
少
な
い
が
、
森
銑
三
「
了
阿
法
師
と
そ
の
生
活
」（
森
銑

三
『
森
銑
三
著
作
集
［
第
七
巻
］』
中
央
公
論
社
、一
九
七
一
年
、一
九
二
頁
―
二
〇
五
頁
）
に
詳
し
い
。

  33
　  

注
（
30
）
前
掲
書
（
饗
庭
篁
村
「
了
阿
上
人
傳
」）、
五
八
頁
。

  34
　  

岡
村
敬
ニ
「
蔵
書
家
の
視
界
―
小
山
田
与
清
と
擁
書
楼
―
」（
横
山
俊
夫
編
『
視
覚
の
一
九
世
紀
―
人
間
・

技
術
・
文
明
―
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
四
頁
―
一
一
五
頁
）。

  35
　  

注
（
29
）
前
掲
書
、
二
一
二
頁
。

  36
　  

恵
海
は
、
本
郷
追
分
の
浄
土
真
宗
西
教
寺
の
住
僧
で
あ
る
。

  37
　  

注
（
29
）
前
掲
書
、
二
三
一
頁
。

  38
　  『
文
峰
四
臨
』（
梅
田
径
編
『
和
漢
仏
書
総
合
索
引
『
文
峰
四
臨
』
小
山
田
与
清
『
群
書
捜
索
目
録
』
Ⅱ
［
第

六
巻
］』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
二
二
二
頁
）。

  39
　  

佐
藤
深
雪
「
山
東
京
伝
―
転
換
期
の
考
証
家
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
［
第
五
七
巻
第
三
号
］』
至
文
堂
、

一
九
九
二
年
、
一
四
七
頁
―
一
四
八
頁
）。
な
お
、
同
論
に
て
筆
者
は
京
伝
の
『
骨
董
集
』
を
フ
ラ
ン

ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
・
文
化
史
に
類
似
す
る
視
座
を
提
示
す
る
。

　  

　
さ
ら
に
補
填
す
る
な
ら
ば
、
山
東
京
伝
の
『
近
世
奇
跡
考
』・『
骨
董
集
』
は
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
学
の

先
駆
者
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ロ
ン
コ
ワ
や
シ
ー
ボ
ル
ト
を
介
し
て
幕
末
か
ら
明
治
期
に
す
で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
と
渡
り
、
日
本
の
風
俗
を
記
し
た
書
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
ト

ロ
ン
コ
ワ
旧
蔵
の
山
東
京
伝
『
近
世
奇
跡
考
』
の
草
稿
本
―
江
戸
時
代
の
文
化
、
風
俗
を
考
証
し
た
戯

作
者
の
随
筆
と
フ
ラ
ン
ス
」（
石
毛
弓
・
柏
木
隆
雄
・
小
林
宣
之
編
『
江
戸
文
化
が
甦
る
―
ト
ロ
ン
コ
ワ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
読
み
解
く
琳
派
か
ら
溝
口
健
二
ま
で
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
二
七
頁
）。

京都精華大学紀要　第五十四号

あ
る
人
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
と
い
う
。

　
　
　 「
余わ
れ

、
馬
琴
と
交ま
じ
わる

こ
と
二
十
余
年
、
近
来
渠か
れ

が
気き

韻い
ん

ま
す
〳
〵
卓タ
カ

し
。
渠
も
し
返
る

こ
と
を
忘
れ
な
ば
、
必
か
な
ら
ず

世
人
に
捨す
て

ら
れ
む
。夫そ

れ
高こ
う

山ざ
ん

に
登
り
て
其
の
山フ
モ
ト麓

を
観
れ
ば
、

杳よ
う

渺び
ょ
うと

し
て
能よ

く
視み

が
た
し
。
山
麓
に
在あ
り

て
其
巓イ
タ
ヾ
キを

贍ミ

れ
ば
、
瞭
り
ょ
う

然ぜ
ん

と
し
て
視
え
ざ

る
こ
と
な
し
。
渠
其
巓
に
在
り
と
い
ふ
と
も
、
何
ぞ
を
り
〳
〵
下く
だ

り
て
山
麓
に
遊
ば
ざ

る
」（『
伊
波
伝
毛
乃
記
』）。 50

　
言
う
ま
で
も
な
く
、「
市
井
の
文
芸
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
山
麓
に
て
遊
ん
だ
の
は
京
伝

そ
の
人
で
あ
る
。
他
方
、「
和
漢
典
籍
の
叙
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
述
」
と
い
う
山
嶺
に
留
ま
っ
て
、
そ
こ
か
ら
市
井

の
山
麓
を
見
下
ろ
し
た
の
は
馬
琴
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
は
、
こ
の
京
伝
の
言

説
は
馬
琴
の
筆

・

・

・

・

を
介
し
て
後
世
へ
と
伝
え
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
馬
琴

は
山
麓
に
て
自
由
闊
達
に
遊
ぶ
京
伝
に
密
か
な
憧
れ
を
抱
い
て
い
た
。
と
同
時
に
、
彼
は
山
嶺

か
ら
山
麓
へ
と
下
る
こ
と
を
辞
し
た
「
我
が
生
き
様
」
に
自
負
の
念
を
抱
い
て
い
た
と
も
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
性
格
の
異
な
る
二
人
が
、
十
九
世
紀
前
半
の
江
戸
の
出
版
界
を
牽
引
し
た

事
実
は
近
世
文
芸
の
枢
要
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
ら
が
好
ん
だ
「
無
間
の
鐘
」
の
物
語
は
、

ふ
た
り
の
死
後
、
い
か
な
る
道
を
辿
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
の
物
語
は
小

泉
八
雲
の
『K

W
A

ID
A

N

（
怪
談
）』（
一
九
〇
四
年
）
に
記
さ
れ
て
い
る
。「O

f a M
irror 

and a Bell

（
鏡
と
鐘
と
）」
と
題
す
る
そ
の
物
語
に
は
、
次
の
一
節
を
記
す
。

　
　
　 

怨う
ら

み
を
残
し
て
死
ん
だ
者
や
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
者
の
怨お
ん
ね
ん念
は
、
不
思
議
な
力
を
ふ
る

う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
死
ん
だ
女
の
鏡
が
溶
け
て
、
立
派
な
鐘
が
で
き
あ
が
る
と
、

人
々
は
書
き
置
き
の
言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
書
い
た
女
の
魂
は
、
き
っ
と

鐘
を
撞つ

き
壊
し
た
者
に
財
宝
を
授
け
る
だ
ろ
う
、
と
人
々
は
信
じ
ま
し
た
。 51

　
小
夜
中
山
の
街
道
に
根
付
く
民
談
は
、
京
伝
や
馬
琴
の
作
品
を
介
し
て
世
に
広
ま
り
、
小
泉

八
雲
の
筆
に
よ
っ
て
遠
く
ア
メ
リ
カ
へ
と
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

１
　  

馬
琴
は
、
黄
表
紙
『
小
夜
中
山
宵
啼
碑
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉）
の
序
に
て
、「
壬し
ん

戌じ
ゆ

の
年と
し

余よ

浪ら
う

華く
わ

に
遊ゆ
う

歴れ
き

し
。
遠ゑ
ん

州し
う

小さ

夜よ

の
中な
か

山や
ま

を
遇よ
ぎ
るの
日ひ

。
無む

間け
ん

山ざ
ん

の
縁え
ん

起ぎ

三さ
ん

綴て
い

を
買か
ひ

得え

た
り
。
因よ
り

て
是こ
れ

を
翻ほ
ん

案あ
ん

し
て

者し
や

個こ

の
稗ひ

史し

を
作つ
く

る
」
と
記
す
。

２
　  

中
村
幸
彦
「
読
本
展
回
史
の
一
齣
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
［
第
五
巻
］』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
、

四
〇
二
―
四
〇
三
頁
）。

３
　  

後
藤
丹
治
『
太
平
記
の
研
究
』（
河
出
書
房
、
一
九
三
八
年
、
三
二
六
頁
―
三
六
五
頁
）。
中
村
幸
彦
「
読

本
発
生
に
関
す
る
諸
問
題
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
［
第
五
巻
］』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
、
三
八
八

頁
）。
大
高
洋
司
「『
石
言
遺
響
』
論
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
『
国
語
と
国
文
学
［
第
五
十
五
巻
・

第
十
一
号
］』
至
文
堂
、
一
九
七
八
年
）
等
。

４
　  

中
村
幸
彦
「
桜
姫
伝
と
曙
草
紙
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
［
第
六
巻
］』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
、

三
五
四
頁
―
三
六
〇
頁
）。
大
高
洋
司
「
文
化
三
、四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」（『
国

文
学
研
究
資
料
館
紀
要
［
文
学
研
究
篇
］
第
三
四
巻
』
国
文
学
研
究
資
料
館
、
二
〇
〇
八
年
）
等
。

５
　  

曲
亭
馬
琴
『
伊
波
伝
毛
乃
記
』（
徳
田
武
校
注
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
文
庫
〉、

二
〇
一
四
年
、
三
三
五
頁
）。

６
　  

勧
化
本
の
研
究
に
つ
い
て
は
、
堤
邦
彦
『
近
世
仏
教
説
話
の
研
究
―
唱
導
と
文
芸
』（
翰
林
書
房
、

一
九
九
六
年
）、
後
小
路
薫
『
勧
化
本
の
研
究
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

７
　  

中
村
幸
彦
「
文
運
東
漸
」（『
中
村
幸
彦
著
述
集
［
第
四
巻
］』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
七
年
、
一
七
五
―

一
八
二
頁
）。

８
　  

勧
化
本
の
『
中
将
姫
一
代
記
』（
寛
政
十
三
年
〈
一
八
〇
一
〉）
や
『
祐
天
上
人
一
代
記
』（
享
和
三
年

〈
一
八
〇
三
〉）
が
京
伝
や
馬
琴
の
読
本
に
影
響
を
与
え
た
視
座
は
、
横
山
邦
治
『
読
本
の
研
究
―
江
戸

と
上
方
と
―
』（
風
間
書
房
、
一
九
七
四
年
、
一
七
八
―
二
一
一
頁
）
に
詳
し
い
。
く
わ
え
て
、
南
溟
に

つ
い
て
は
、
後
小
路
薫「
南
溟
の
勧
化
本
」（
注（
６
）前
掲
書『
勧
化
本
の
研
究
』、
四
七
七
―
四
八
五
頁
）

に
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る
。

９
　  

注
（
５
）
前
掲
書
、
三
一
七
頁
。

  10
　  
注
（
４
）
前
掲
論
文
「
桜
姫
伝
と
曙
草
紙
」、
土
屋
順
子
「
読
本
に
み
る
勧
化
本
の
受
容
―
『
刈
萱
道

心
行
状
記
』
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」（『
大
妻
国
文
［
巻
二
十
二
］』
大
妻
女
子
大
学
、
一
九
九
一
年
）、

注
（
４
）
前
掲
論
文
「
文
化
三
、
四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」
な
ど
。

  11
　  

水
野
稔
「
解
題
」（『
山
東
京
傳
全
集
［
第
十
一
巻
］』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
五
年
、
四
八
九
頁
）。

  12
　  

山
東
京
伝
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』（
大
久
保
正
編
『
国
文
学
未
翻
刻
資
料
集
』
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
、

四
九
二
頁
）。
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  13
　  
井
上
隆
明
「
黄
表
紙
の
無
間
ノ
鐘
」（『
近
世
文
藝
［
第
三
十
六
巻
］』
日
本
近
世
文
学
会
、
一
九
八
二

年
、
二
十
七
頁
）、
棚
橋
正
博
「
解
題
」（『
山
東
京
傳
全
集
［
第
一
巻
］』
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
二
年
、

五
三
四
頁
）。

  14
　  ［
表
１
］
の
翻
刻
引
用
文
は
、
下
記
の
書
籍
に
よ
る
。
山
東
京
伝
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』（『
山
東
京
傳
全

集
［
第
十
一
巻
］』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
五
年
」）。
山
東
京
伝
『
小
夜
中
山
霊
鐘
記
』（
大
久
保
正
編
『
国

文
学
未
翻
刻
資
料
集
』
桜
楓
社
、
一
九
八
一
年
）。

  15
　  

注
（
４
）
前
掲
論
文
「
文
化
三
、四
年
の
京
伝
、
馬
琴
と
『
桜
姫
全
伝
曙
草
紙
』」、
一
三
三
頁
。

  16
　  

注
（
５
）
前
掲
書
、
一
九
七
頁
。

  17
　  

若
き
日
の
京
伝
は
、
浮
世
絵
師
の
北
尾
重
政
に
弟
子
入
り
し
、
一
時
期
、「
北
尾
政
演
」
の
画
号
に
て

浮
世
絵
や
春
画
を
描
い
て
い
る
。

  18
　  

注
（
12
）
前
掲
書
、
五
五
四
頁
。

  19
　  

山
東
京
伝『
無
間
之
鐘
娘
縁
記（
草
稿
）』（『
山
東
京
傳
全
集［
第
十
四
巻
］』ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
八
年
、

四
一
八
頁
）。

  20
　  

ま
た
『
無
間
之
鐘
娘
縁
記
』
に
よ
る
幽
霊
の
榊
葉
が
赤
子
に
乳
を
飲
ま
せ
る
挿
絵
や
文
面
は
、『
古
今

犬
著
聞
集
』（
巻
九
）
や
『
大
和
怪
異
記
』（
巻
六
）
に
載
る
「
幽
霊
、
子
を
、
は
ご
く
む
事
」
の
怪
談
・

説
話
を
も
と
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
「
榊
葉
」
の
名
は
京
伝
自
作
の
合
巻
『
志
道
軒
往

古
講
釈
』（
文
化
六
年
〈
一
八
〇
九
〉）
に
て
、
す
で
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

  21
　  

鈴
木
重
三
『
絵
本
と
浮
世
絵
』（
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
一
六
九
頁
―
一
七
四
頁
）。

  22
　  

な
お
、
同
挿
絵
（［
図
２
］）
を
注
視
す
る
な
ら
ば
、「
蛇
髪
と
な
っ
た
髢
」
の
図
像
部
分
は
、
後
に
貼

り
付
け
て
修
正
し
た
よ
う
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
画
中
の
小
雪
の
手
に
は
嫉
妬
の
炎
を
出
す

手
鏡
が
す
で
に
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
出
版
物
の
挿
絵
（［
図
３
］）
の
よ
う
に
、
修
正
前
に
同
箇

所
に
手
鏡
が
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
低
い
。
京
伝
は
当
初
、
蛇
髪
の
絵
図
を
上
手
に
描
け
ず
、
再
度
、

描
き
直
す
際
に
、
自
身
の
筆
で
訂
正
し
た
描
画
を
上
か
ら
貼
り
付
け
た
と
思
わ
れ
る
。
豊
国
は
出
版
原

稿
を
描
く
際
に
同
所
の
描
画
が
稚
拙
な
た
め
に
造
形
的
に
理
解
で
き
ず
、
致
し
方
な
く
手
鏡
を
描
い
た

か
も
し
れ
な
い
。

  23
　
注
（
５
）
前
掲
書
、
三
一
七
頁
。

  24
　  

佐
藤
悟「
考
証
随
筆
の
意
味
す
る
も
の
―
柳
亭
種
彦
と
曲
亭
馬
琴
―
」（
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編『
国

語
と
国
文
学
［
第
七
十
巻
第
十
一
号
］』
至
文
堂
、
一
九
九
三
年
、
一
一
九
頁
―
一
二
〇
頁
）。

  25
　  

佐
藤
至
子
『
山
東
京
伝

−

滑
稽
洒
落
第
一
の
作
者
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
、
二
七
一
頁

―
二
七
二
頁
）。

  26
　  

大
田
南
畝
『
改
元
紀
行
』（
濱
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
［
第
八
巻
］』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、

九
十
四
頁
―
九
十
五
頁
）。
ほ
か
、『
遠
江
古
蹟
図
会
』（
享
和
三
年
〈
一
八
〇
三
〉）
に
「
無
間
山
と
号

す
観
音
寺
」
と
あ
る
文
に
「
今
年
亥
九
月
一
月
中
開
帳
有
て
群
集
す 

度
ゝ
燃
シ
ャ
ウ

災サ
イ

有
し
故
縁
起
も
な
し
」

と
記
す
。

  27
　  

大
田
南
畝
『
細
推
物
理
』（
濱
田
義
一
郎
編
『
大
田
南
畝
全
集
［
第
八
巻
］』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、

三
四
六
頁
）。

  28
　
注
（
５
）
前
掲
書
、
三
二
四
頁
。

  29
　  

小
山
田
与
清
『
擁
書
楼
日
記
』（
早
川
純
三
郎
編
『
近
世
文
藝
叢
書
［
第
十
二
］』
国
書
刊
行
会
、

一
九
一
二
年
、
二
〇
九
頁
―
二
一
〇
頁
）。

  30
　  

三
村
竹
清
編
『
村
田
了
阿
上
人
書
簡
集
』（
文
祥
堂
書
店
、
一
九
三
三
年
、
五
七
頁
）。

  31
　  

注
（
30
）
前
掲
書
（
饗
庭
篁
村
「
了
阿
上
人
傳
」）、
五
七
頁
。

  32
　  

村
田
了
阿
に
関
す
る
先
達
の
研
究
は
極
め
て
少
な
い
が
、
森
銑
三
「
了
阿
法
師
と
そ
の
生
活
」（
森
銑

三
『
森
銑
三
著
作
集
［
第
七
巻
］』
中
央
公
論
社
、一
九
七
一
年
、一
九
二
頁
―
二
〇
五
頁
）
に
詳
し
い
。

  33
　  

注
（
30
）
前
掲
書
（
饗
庭
篁
村
「
了
阿
上
人
傳
」）、
五
八
頁
。

  34
　  

岡
村
敬
ニ
「
蔵
書
家
の
視
界
―
小
山
田
与
清
と
擁
書
楼
―
」（
横
山
俊
夫
編
『
視
覚
の
一
九
世
紀
―
人
間
・

技
術
・
文
明
―
』
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
二
年
、
一
〇
四
頁
―
一
一
五
頁
）。

  35
　  

注
（
29
）
前
掲
書
、
二
一
二
頁
。

  36
　  

恵
海
は
、
本
郷
追
分
の
浄
土
真
宗
西
教
寺
の
住
僧
で
あ
る
。

  37
　  

注
（
29
）
前
掲
書
、
二
三
一
頁
。

  38
　  『
文
峰
四
臨
』（
梅
田
径
編
『
和
漢
仏
書
総
合
索
引
『
文
峰
四
臨
』
小
山
田
与
清
『
群
書
捜
索
目
録
』
Ⅱ
［
第

六
巻
］』
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
一
九
年
、
二
二
二
頁
）。

  39
　  

佐
藤
深
雪
「
山
東
京
伝
―
転
換
期
の
考
証
家
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
［
第
五
七
巻
第
三
号
］』
至
文
堂
、

一
九
九
二
年
、
一
四
七
頁
―
一
四
八
頁
）。
な
お
、
同
論
に
て
筆
者
は
京
伝
の
『
骨
董
集
』
を
フ
ラ
ン

ス
の
ア
ナ
ー
ル
学
派
・
文
化
史
に
類
似
す
る
視
座
を
提
示
す
る
。

　  
　
さ
ら
に
補
填
す
る
な
ら
ば
、
山
東
京
伝
の
『
近
世
奇
跡
考
』・『
骨
董
集
』
は
フ
ラ
ン
ス
の
日
本
学
の

先
駆
者
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
ト
ロ
ン
コ
ワ
や
シ
ー
ボ
ル
ト
を
介
し
て
幕
末
か
ら
明
治
期
に
す
で
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
と
渡
り
、
日
本
の
風
俗
を
記
し
た
書
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
・
マ
ル
ケ
「
ト

ロ
ン
コ
ワ
旧
蔵
の
山
東
京
伝
『
近
世
奇
跡
考
』
の
草
稿
本
―
江
戸
時
代
の
文
化
、
風
俗
を
考
証
し
た
戯

作
者
の
随
筆
と
フ
ラ
ン
ス
」（
石
毛
弓
・
柏
木
隆
雄
・
小
林
宣
之
編
『
江
戸
文
化
が
甦
る
―
ト
ロ
ン
コ
ワ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
読
み
解
く
琳
派
か
ら
溝
口
健
二
ま
で
―
』
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
六
年
、
二
七
頁
）。
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  40
　  
注（
29
）前
掲
書
、二
二
四
頁
。
ま
た
付
言
す
る
な
ら
ば
、西
尾
市
岩
瀬
文
庫
蔵『
死
霊
解
脱
物
語
』に
は
、

小
山
田
与
清
（
高
田
与
清
）
の
書
入
れ
と
し
て
天
保
三
年
五
月
の
年
記
を
有
す
る
京
伝
『
近
世
奇
跡
考
』

の
「
羽
生
村
累
の
古
跡
」
に
関
す
る
補
筆
が
成
さ
れ
て
い
る
。『
死
霊
解
脱
物
語
』（
累
伝
承
）
を
介
し

て
京
伝
と
小
山
田
与
清
が
結
ば
れ
る
接
点
を
、
そ
こ
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

  41
　  

同
縁
起
書
類
に
関
し
て
は
、各
書
サ
イ
ズ
は
縦
二
二
．
五
セ
ン
チ
×
横
一
五
．
六
セ
ン
チ
、二
丁
で
あ
る
。

ま
た
翻
刻
に
関
し
て
は
、
中
野
猛
編
『
略
縁
起
集
成
［
第
一
巻
］』（
勉
誠
社
、
一
九
九
五
年
、
五
二
八

頁
―
五
三
三
頁
）、
中
野
猛
編
『
略
縁
起
集
成
［
第
二
巻
］』（
勉
誠
社
、
一
九
九
六
年
、
三
五
三
頁
―

三
六
一
頁
）
に
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

  42
　  

同
縁
起
書
の
三
点
は
、
明
和
五
年
以
降
、
板
元
を
変
え
て
再
板
を
繰
り
返
し
、
大
量
に
刷
ら
れ
た
。
同

点
に
関
し
て
は
、
山
崎
祐
人
「
遠
州
小
夜
の
中
山
三
種
略
縁
起
に
関
す
る
伝
説
に
つ
い
て
」（『
国
文
学

論
考
［
第
三
十
四
号
］』
都
留
文
科
大
学
国
語
国
文
学
会
、一
九
九
八
年
、一
四
頁
―
二
五
頁
）
に
詳
し
い
。

ま
た
馬
琴
が
現
地
に
て
購
入
し
た
「
無
間
山
の
縁
起
三
綴
」
は
再
板
の
刷
り
物
で
あ
り
、『
曲
亭
叢
書
［
縁

起
部
類
］』
に
全
文
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
に
「
遠
江
日
坂
・
都
田
文
左
衛
門
板
行
」

の
『
遠
州
佐
夜
中
山
子
育
観
音
并
夜
啼
石
敵
討
由
来
』
が
遺
存
さ
れ
て
い
る
。

  43
　  

高
力
種
信
『
東
街
便
覧
図
略
』（『
東
街
便
覧
図
略
［
巻
二
］
名
古
屋
市
博
物
館
資
料
叢
書
３
』
名
古
屋

市
博
物
館
、
二
〇
〇
五
年
、
五
四
頁
）。

  44
　  

秋
里
籬
島
編
『
東
海
道
名
所
図
会
』（
巻
四
：
寛
政
九
年
〈
一
七
九
七
〉）
で
は
「
三
箇
の
由
来
を
板
行

に
し
て
小
夜
新
田
の
茶
店
に
売

・

・

・

・

也
」
と
あ
る
。

  45
　  

同
観
点
に
つ
い
て
は
、
注
（
42
）
の
前
掲
論
文
（
一
八
頁
）
に
て
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
『
平
田
寺

草
創
記
』
の
正
確
な
成
立
期
は
不
明
で
あ
る
。

  46
　  『
平
田
寺
文
書
』（『
静
岡
縣
史
料
［
第
四
号
］』
静
岡
縣
、
一
九
三
八
年
、
五
五
頁
）。

  47
　  

注
（
13
）
前
掲
書
（
水
野
稔
「
解
題
」〈『
山
東
京
傳
全
集
［
第
一
巻
］』〉）、
五
三
四
頁
。

  48
　   

中
野
三
敏
「
談
義
本
―
そ
の
精
神
と
場
」（
中
野
三
敏
『
戯
作
研
究
』
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
、

七
四
頁
―
七
五
頁
）。

  49
　  

も
ち
ろ
ん
、
静
観
房
好
阿
が
京
の
盤
察
の
勧
化
説
法
を
聴
講
し
て
談
義
本
を
記
し
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
が
、「
無
間
の
鐘
の
伝
承
」
を
元
に
一
つ
の
長
編
を
創
作
す
る
ス
タ
イ
ル
を
鑑
み
れ
ば
、
京
の
盤

察
が
静
観
房
好
阿
の
談
義
に
影
響
を
受
け
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

  50
　
注
（
５
）
前
掲
書
、
三
二
一
頁
。

  51
　  

小
泉
八
雲
『K

W
A

ID
A

N

（
怪
談
）』（
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
『
新
編 

日
本
の
怪
談
』
角
川
書
店
、

池
田
雅
之
訳
、
二
〇
〇
五
年
、
一
二
一
頁
）。


